
松

本

暉

男

「
近
代
日
本
に
お
け
る
一
夫
一
婦
制
の
発
展
」



ー
は
じ
め
に

二
明
治
一
夫
一
婦
制
の
封
建
的
性
格

い
近
代
日
本
の
一
夫
一
婦
制
の
成
立

切
理
念
型
的
「
近
代
的
」
一
夫
一
婦
制
の
要
件
ー
カ
ソ
ト
の
理
論
か
ら
1

③
明
治
民
法
の
一
夫
一
婦
制
の
封
建
的
性
格

三
明
治
一
夫
一
婦
制
の
存
立
基
礎
の
解
体

①
明
治
一
夫
一
婦
制
の
存
立
基
礎

②
明
治
一
夫
一
婦
制
の
存
立
基
礎
の
解
体

四
明
治
一
夫
一
婦
制
の
特
殊
1
1
日
本
的
「
近
代
化
」
過
程

り
判
例
に
よ
る
「
近
代
化
」
過
程

③
公
娼
制
度
ー
「
近
代
化
」
の
矛
盾
的
形
態

③
一
夫
一
婦
主
義
運
動
と
そ
の
限
界

五
あ
と
が
き



し
た
が
っ
て
、

一
定
社
会
で
広
く
行
わ
れ
て
い
る
人
々
相
互
の
接
触
関
係
の
型
（
饂
双
膚
g
5
豆
心
咋
H
配
醗
這
紐
匂
動
）
は
、
共
通
の
理
解
を
も
っ

て
永
く
維
持
さ
れ
る
に
つ
れ
て
、
一
定
の
社
会
的
価
値
を
も
つ
行
動
様
式
と
し
て
規
範
価
値
的
に
是
認
さ
れ
保
護
さ
れ
る
よ
う
に
な
る

こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、
別
稿
「
一
夫
一
婦
制
の
存
立
基
。
こ
れ
が
「
文
化
」
で
あ
り
、
（
鯰
化
は
、
集
団
成
員
の
価
値
ー
態
度
体
系
と
し
て
現
わ
れ
る
か
ら
、
「
価

と
態
度
の
統
合
」
と
も
い
わ
れ
る
。
＜
巴
ue,a
庄
tude-sy要
e
m
の
詳

ヽ
礎
」
（
論
集
―
二
巻
四
•
五
号
）
六
四
八
頁
で
ふ
れ
た
）

悶
酌
．
卜
丸
養
咬
翫
峠
エ
子
入
）
、
中
で
も
、
そ
う
し
た
行
動
様
式
が
慣
習
や
モ
レ
ス
な
ど
の
規
範
に
よ
っ
て
外
在
化
・
形
態
化
す
る
と
、
文

化
は
人
々
の
行
動
標
準
を
示
す
も
の
と
し
て
拘
束
力
を
も
ち
（
遭
這
〖
韮
鰈
臼
配
旦
、
こ
れ
に
従
わ
な
い
逸
脱
行
動
に
対
し
て
何
ら
か
の
制

こ
の
、
慣
習
や
モ
レ
ス
な
ど
の
諸
規
範
の
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
複
合
体
が
、
社
会
科
学
に
お
け
る
「
制
度
」
概

裁
を
伴
う
こ
と
に
な
る
。

念
で
あ
る
。

「
制
度
」
は
「
共
同
目
的
に
従
っ
て
設
定
さ
れ
た
社
会
統
制
機
構
」
と
定
義
さ
れ
（
正
琴
い
点
}
E笠
蝉
吟
鯰
」
）
、
更
に
、

当
該
時
代
・
社
会
の
社
会
的
な
「
正
当
性
の
価
値
体
系
」
を
意
味
す
る
も
の
と
も
い
わ
れ
る
（
印
丘
虹
~
翫
暉
鯰
饂
這
峠

g只
:
5
5匹迄
蹟
謹
鐸

評
瑾
紐
砂
）
。
こ
の
よ
う
な
制
度
は
、
当
該
時
代
・
社
会
の
人
々
の
行
動
を
社
会
的
に
統
制
す
る
道
具
と
し
て
存
在
意
義
を
も
っ
て
は
い

る
が
、
社
会
の
下
部
構
造
が
変
化
す
れ
ば
、

近
代
日
本
に
お
け
る
一
夫
一
制
の
発
展

一
般
に
、

る
意
味
を
確
定
し
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
。

「
一
夫
一
婦
制
」
と
は
、
婚
姻
結
合
を
当
事
者
の
数
の
上
か
ら
分
類
し
た
制
度
概
念
で
あ
り
、
単
婚
主
義
の
実
現
と
い
う
社
会
統
制
作

用
を
営
む
も
の
で
あ
る
。
明
治
一
夫
一
婦
制
が
、

は

じ

め

に

ど
の
よ
う
な
社
会
的
基
礎
の
上
に
成
立
し
、

せ
ら
れ
た
か
を
明
ら
か
に
す
る
の
が
本
稿
の
目
的
で
あ
る
が
、

そ
の
た
め
に
は
、

五

ど
の
よ
う
な
条
件
に
規
定
さ
れ
て
発
展
さ

一
夫
一
婦
制
が
「
制
度
」

(
i
n
s
t
i
t
u
t
i
o
n
)

だ
と
い
わ
れ

「
欲
望
」
の
分
化
・
種
類
・
需
要
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
た
「
文
化
」
も
変
動
せ
ざ
る
を
得
ず
、
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の
存
在
形
式
は
、
そ
の
社
会
の
生
産
諸
関
係
の
発
展
段
階
に
規
定
さ
れ
て
き
た
の
で
あ
り
、

史
段
階
に
お
い
て
、

一
夫
一
婦
制
も
、
人
類
生
活
史
の
一
定
の
歴

一
夫
一
婦
主
義
を
可
能
に
す
る
物
的
基
礎
が
確
保
さ
れ
た
と
き
に
、
は
じ
め
て
、
「
制
度
」
と
し
て
登
場
し
て
き
た

と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
（
逮
廷
加
む
竺
召
．
い
竺
「
叙
丑
工
鉱
咽
恥
韓
認
霰
聾
臨
蒻
i
咽
二
嗜
濃
苅
狂
噂
）
。
こ
の
問
題
を
、
私
は
別
の
機
会
に
前
掲

と
り
あ
げ
、
一
夫
一
婦
制
の
存
在
基
礎
を
私
有
財
産
の
家
父
長
制
支
配
の
成
立
と
い
う
一
定
の
歴
史
段
階
に
求
め
た
の
で
あ
っ
た
合
「
別
稿
」

こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
玉
城
•
青
山
教
授
や
、
有
地
・
江
守
・
上
子
・
関
氏
ら
の
研
究
報
告
が
あ
り
、
学
界
の
重
要
論
争
の
一
と
な
っ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
が
、

、
現
在
の
と
こ
ろ
少
数
説
に
属
し
て
い
る
。
し
か
し
人
類
史
を
さ
か
の
ぼ
り
う
る
最
古
の
原
始
民
族
と
、
古
代
か
ら
生
き
抜
い
て
き
た
、
現
在
生
活
し
て
い
る
原
始
民
族

参
照
。

拙
見
は

と
を
非
歴
史
的
に
同
一
視
す
る
多
）
。
一
夫
一
婦
制
度
の
成
立
は
、
歴
史
的
に
は
、
た
と
え
ば
古
代
ロ
ー
マ
に
お
い
て
、
群
婚
か
ら
発
生
す
る
母

数
説
の
前
提
に
は
同
調
で
き
な
い

系
集
団
た
る
氏
族
的
生
活
秩
序
が
、

帯
共
同
体
か
ら
成
る
村
落
共
同
体
に
発
展
し
た
時
期
以
後
と
考
え
ら
れ
る
。

同
体
が
、
氏
族
制
度
の
内
的
崩
壊
過
程
で
私
有
財
産
制
の
形
成
さ
れ
る
に
つ
れ
て
各
フ
ァ
ミ
リ
ア
に
分
解
し
、
各
フ
ァ
ミ
リ
ア
は
単
婚

家
族
と
し
て
世
帯
共
同
体
的
同
族
結
合
か
ら
独
立
す
る
こ
と
に
な
る
が
、
近
代
国
家
の
民
法
に
移
植
さ
れ
た
一
夫
一
婦
制
の
身
分
法
原
理

も
、
こ
の
時
期
に
形
成
さ
れ
る
の
で
あ
る
（
年
配
塁
麟
鰤
噂
道
江
戸
虹
記
只
5
5
5
)。
と
ろ
こ
で
、
こ
の
古
代
一
夫
一
婦
制
は
、
妻
の
貞
操
に

対
す
る
夫
の
支
配
形
態
を
意
味
し
、
更
に
貴
族
•
平
民
・
奴
隷
の
階
級
婚
制
度
に
も
適
応
す
る
形
態
で
あ
っ
た
か
ら
、
主
と
し
て
女
に
と

っ
て
の
、
下
層
階
級
に
の
み
適
用
さ
れ
る
婚
姻
方
式
だ
っ
た
と
い
わ
ざ
る
を
え
な
い
。

一
夫
一
婦
制
度
が
国
家
法
に
よ
っ
て
確
立
さ
れ
て
い
る
場
合
で
も
、

き
る
。

既
存
の
制
度
は
存
立
基
礎
を
失
い
、
従
来
の
社
会
統
制
作
用
を
担
保
で
き
な
く
な
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。

一
夫
一
婦
制
を
も
含
め
て
、
婚
姻
制
度
一
般
も
常
に
右
の
よ
う
な
制
度
理
論
に
即
し
て
、
そ
の
発
展
・
解
体
現
象
を
把
え
る
こ
と
が
で

「
性
」
関
係
を
本
質
的
要
素
と
し
つ
つ
、

生
産
力
の
発
展
に
伴
っ
て
経
済
単
位
と
し
て
の
家
族
の
独
立
化
傾
向
の
た
め
に
、

近
代
日
本
に
お
け
る
一
夫
一
制
の
発
展

一
定
の
社
会
統
制
を
反
映
す
る
人
類
の
婚
姻
結
合
及
び
そ
の
社
会
的
形
態
で
あ
る
家
族

婚
姻
当
事
者
の
数
（
正
蘇
記
遷
註
鱈
葬
顎
翌
註
恥
ヽ
町
輝
頭
↓
頬
蘇

ロ
ー
マ
の
氏
族
制
フ
ァ
ミ
リ
ア
ー
|
同
族
的
家
長
制
世
帯
共

五

次
第
に
家
長
制
世
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制
は
保
護
さ
れ
て
い
）
・
結
合
持
続
期
間
の
長
短
．
姦
通
権
の
平
等
か
否
か
・
結
合
の
厳
粛
性
の
程
度
な
ど
の
点
か
ら
、
実
質
的
に
男
女
両
性

な
い
こ
と
に
な
る

リ
ヤ
ー
「
婚
姻
の
諸
形
式
」
（
岩

に
と
っ
て
の
一
夫
一
婦
制
の
婚
姻
統
制
作
用
が
保
障
さ
れ
て
い
る
か
ど
う
か
が
問
題
と
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
百
波
）
二
九
頁
以
下
参
照
「
別
稿
」

錨
）
。
婚
姻
「
制
度
」
が
、
モ
レ
ス
・
慣
習
の
他
に
国
家
法
に
よ
っ
て
も
擁
護
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
、
そ
の
制
度
の
安
定
性
、
実

効
性
を
高
め
る
こ
と
に
な
ろ
う
が
、
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
一
定
の
物
的
基
礎
（
下
部
構
造
）
が
一
夫
一
婦
制
度
存
立
の
前
提
で
あ
る

以
上
、
そ
の
よ
う
な
物
的
基
礎
に
よ
っ
て
存
立
を
保
障
さ
れ
て
い
な
い
一
夫
一
婦
婚
姻
法
制
は
、
単
婚
主
義
的
統
制
の
上
で
全
く
無
力
で

あ
り
、

法
と
事
実
と
の
間
の
矛
盾
を
暴
露
せ
ず
に
は
お
か
な
い
で
あ
ろ
う
。
古
代
ロ
ー
マ
法
の
一
夫
一
婦
制
以
来
、
歴
史
国
家
の
婚
姻
法

現
在
一
夫
多
妻
制
を
認
め
る
の
は
、
回
教
徒
、
ペ
ル
シ
ャ
人
、
ギ
リ
シ
ャ
ー
人
の
一
が
、
男

制
は
少
数
の
例
外
を
除
い
て
一
夫
一
婦
主
義
を
採
用
し
て
き
た
（
一
部
。
チ
ペ
ッ
ト
に
は
、
一
妻
多
夫
制
が
行
わ
れ
て
い
る
と
報
告
さ
れ
て
い
る

女
両
性
に
平
等
に
一
夫
一
婦
主
義
を
規
定
し
、
厳
格
な
単
婚
主
義
の
統
制
を
実
現
し
た
法
制
は
稀
で
あ
り
、
最
も
「
近
代
的
」
な
一
夫
一

婦
制
を
規
定
す
る
近
代
資
本
主
義
婚
姻
法
制
も
、
女
性
の
貞
操
だ
け
に
商
品
価
値
を
付
与
す
る
売
淫
や
家
父
の
斎
渾
奮
（
慰
慧
翻
訳

し
た
の
で
あ
り
、
妻
の
姦
通
現
場
に
お
い
て
姦
夫
を
殺
害
す
る
権
）
を
容
認
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
事
実
上
の
一
夫
多
妻
、
或
い
は
売
淫
や
姦
通
に

、
自
身
は
、
家
庭
内
外
で
適
法
に
姦
通
す
る
権
利
を
内
容
と
し
た

を
有
利
とよ
っ
て
補
充
さ
れ
る
と
こ
ろ
の
、
女
と
貧
困
階
級
に
適
用
さ
れ
る
不
完
全
な
一
夫
一
婦
制
と
評
さ
れ
て
き
た
の
で
あ
っ
た
（
仕
Iv
裕
玉

m距
●

私
有
財
産
及
び
国
家
の
起
源
」
（
岩
波
）
九
)
0

八
頁
以
下
。
「
別
稿
」
六
四
八
頁
以
下
参
照

本
稿
で
は
、

の
「
封
建
的
」

ま
ず
「
近
代
的
」

一
夫
一
婦
制
の
範
型
を
、
主
と
し
て
カ
ン
ト
の
理
論
か
ら
抽
出
し
、
そ
こ
で
の
婚
姻
結
合
の
性
質
・
婚

姻
当
事
者
の
関
係
・
婚
姻
結
合
原
理
が
ど
の
よ
う
に
条
件
づ
け
ら
れ
て
い
る
か
を
考
察
し
た
い
。
次
に
、
明
治
期
に
成
立
し
た
近
代
日
本

「
家
」
制
度
の
強
化
・
再
編
過
程
で
法
制
化
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

む
こ
と
に
な
っ
た
か
、
そ
れ
は
ま
た
明
治
初
年
以
来
の
半
封
建
的
生
産
諸
関
係
の
発
展
に
ど
の
よ
う
に
基
礎
づ
け
ら
れ
て
い
た
か
。
更
に

近
代
日
本
に
お
け
る
一
夫
一
制
の
発
展

一
夫
一
婦
制
が
、

五
ど
の
よ
う
な
内
在
的
矛
盾
を
含
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近
代
日
本
に
お
け
る
一
夫
一
制
の
発
展

ま
た
、
明
治
資
本
主
義
の
発
展
過
程
は
、
そ
の
内
在
的
矛
盾
を
ど
の
よ
う
に
拡
大
化
し
、

に
つ
い
て
検
討
す
る
こ
と
は
、
大
切
な
作
業
な
の
で
あ
る
が
、
紙
数
の
都
合
上
要
点
だ
け
に
と
ど
め
た
。

明
治
一
夫
一
婦
制
の
封
建
的
性
格

近
代
日
本
の
＿
夫
＿
婦
制
の
成
立

よ
う
な
分
化
を
惹
起
し
た
か
を
考
察
す
る
。
こ
の
場
合
、

一
夫
一
婦
主
義
に
つ
い
て
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
闘
争
の
展
開
過
程
と
、
そ
の
影
響

「
封
建
的
」
側
面
と
「
近
代
的
」
側
面
の
ど
の

そ
れ
以
後
、

こ
の
天
皇
家
の
一
夫

r,クーr_l 

明
治
初
年
以
来
、
妻
と
妾
の
地
位
の
間
に
は
大
き
い
格
差
が
あ
っ
た
が
、
実
質
的
に
も
法
形
式
上
も
一
夫
多
妻
制
で
あ
っ
た
と
み
て
よ

明
治
初
年
の
、
妻
と
妾
の
法
的
地
位
に
ど
の
よ
う
な
差
が
設
け
ら
れ
て
い
た
か
、
妾
は
、
結
局
、
刑
事
上
妻
に
準
じ
た
貞
操
義
務
な
ど
を
課
さ
れ
た
に
す
ぎ
な
か
っ
た
の
で

＜
一
は
な
い
か
、
と
い
う
問
題
に
つ
い
て
、
私
は
盃
R

治
初
年
の
妻
の
地
位
」
（
法
制
史
研
究
一

0
巻
―
―
―
頁
以
下
）
で
検
討
し
た
C

妾
や
副
妻
が
、
正
妻
よ
り
著
し
く
劣
位

認
翌
耳
邸
は
JII

論
誓
譴
頌
m琶
‘
旧
刑
法
（
繹
麟
写
）
に
お
い
て
「
妾
」
の
法
律
的
身
分
が
抹
殺
さ
れ
て
後
も
（
配
辛
玉
蝉
噸
繹
廷
心

た
刑
法
草
案
を
太
政
官
に
伺
出
た
と
き
、
太
政
官
が
廃
妾
断
行
に
つ
い
て
容
易
に
態
度
を
）
、
当
時
す
で
に
妻
と
し
て
夫
の
家
籍
に
入
っ
て
い
た
者
の

粗
唱
き
な
か
っ
た
経
過
に
つ
き
高
柳
「
妾
の
廃
止
」
（
日
本
法
理
叢
書
第
三
輯
）
四
一
頁
以
下

「
前
掲
」
四
四
頁
以
下
参
照
。
廃
妾
を
決
定
し
た
太
政
官
で
は
妾
を
等
親
に
入
れ
ず
妾
の
名
を
法
典
か
ら
除
く
と
共
に
、
「
但
し
妾
ノ
｝
か
ら
、

身
分
は
維
持
さ
れ
た
（
頭
濤
其
父
母
二
於
ケ
ル
権
義
ハ
尚
、
初
ホ
従
前
ノ
通
ク
ル
ベ
シ
」
と
指
令
し
、
妾
に
生
れ
た
庶
子
の
相
続
権
を
維
持
し
た
の
で
あ
っ
た

、
こ
こ
で
、
「
重
婚
」
は
禁
じ
ら
れ
、
刑
法
で
も
罰
せ
ら
れ
る

明
治
民
法
の
制
定
に
よ
っ
て
、
は
じ
め
て
一
夫
一
婦
制
度
が
成
立
し
た
と
い
っ
て
よ
＂
（
こ
と
に
な
っ
た
た
け
で
な
く
、
今
後
、
「
庶
子
」
と
称
さ
れ

る
も
の
は
、
「
妾
一
の
子
で
な
く
、
妾
か
否
か
に
無
関
係
に
、
妻
以
外
の
女
の
子
で
父
に
）
。
明
治
民
法
の
一
夫
一
婦
制
度
は
、
夫
と
妻
以
外
の
女
と
の
子
を
、

認
知
さ
れ
た
者
を
指
称
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
高
柳
「
明
治
家
族
法
史
」
四
〇
頁
以
下

夫
が
認
知
し
て
庶
子
と
し
て
入
籍
さ
せ
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
て
い
た
た
め
、
実
際
に
は
一
夫
多
妻
制
を
継
承
し
つ
つ
外
面
だ
け
一
夫
一
婦

、
「
一
夫
一
婦
制
の
外
面
の
下
に
実
質
的
に
は
、
旧
来
の
身
分
賠
層
制
的
一
夫
冬
妻
制
が
規
定
）
、
事
実
、
当
時
の
主
た

主
義
の
形
式
を
と
っ
た
の
だ
と
＂
わ
れ
て
さ
れ
る
に
至
っ
た
」
ー
川
島
「
結
婚
」
一
七
互
頁
、
尚
、
高
柳
「
上
掲
書
」
六
八
頁
参
照

る
有
妾
階
級
で
あ
っ
た
旧
士
族
1
1
官
僚
階
級
を
中
心
と
す
る
明
治
の
支
配
層
は
、
皇
位
継
承
者
と
し
て
「
皇
庶
子
」
を
公
認
し
た
旧
皇
室

典
範
（
霜
環
p^

量
釦
襲
紐
釦
遠
~
靡
釦
祖
誌
讀
誨
紅
凜

3遷
環
証
鰈
蘊
知
芸
岱
叫
町
）
を
制
定
し
、

五
四

382 



註
0

（

一

）

多
要
制
を
根
拠
に
「
国
体
」
観
念
に
訴
え
て
一
夫
多
妻
制
を
擁
護
し
て
き
た
の
で
あ
っ
た
。
だ
か
ら
、

明
治
民
法
の
一
夫
一
婦
制
が
、
最

初
か
ら
有
効
な
単
婚
主
義
的
婚
姻
統
制
を
保
障
す
る
も
の
で
な
か
っ
た
こ
と
は
認
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
虹
配
即
豆
翌
が
）
が
、
実
定
法

秩
序
の
直
接
是
認
す
る
婚
姻
形
式
が
一
夫
一
婦
主
義
に
限
定
さ
れ
た
と
い
う
形
式
的
意
義
も
認
め
ね
ば
な
ら
な
い
（
立
環
碑
廷
↑
唸
↑
遭
暉
紐
瞑

這
聾
泣
図
欝
月
、
「
蘇
認
聾
這
吋
「
嘉
翡
五
藷
襲
恥
醤
翌
竺
。
こ
の
、
明
治
一
夫
一
婦
制
の
成
立
過
程
を
み
る
と
、

騒
一
五
年
頃
が
、
そ
の
ビ
ー
ク
で
あ
り
、
以
後
、
全
く
反
動
的
な

儒
教
主
義
的
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
が
政
治
的
に
最
も
強
く
再
編
・
再
組
織
さ
れ
た
時
期
．
教
育
体
制
が
確
立
さ
れ
て
く
る
の
で
あ
る
ー
「
徳
育
」
を
尊

重
し
た
西
村
茂
樹
が
文
部
省
編
集
局
長
に
な
り
、
「
小
学
校
教
則
網
領
年
「
小
学
校
）
に
、
或
い
は
一
夫
多
妻
主
義
を
是
と
す
る
儒
教
的
家
族
倫
理
の
高
唱

教
員
心
得
」
「
幼
学
網
要
」
な
ど
「
教
育
勅
語
」
の
前
提
が
成
立
し
た
期
に
当
る

土
井
「
文
明
論
女
大
学
」
以
来
、
福
沢
論
吉
•
森
有
礼
な
ど
の
廃
妾
）
、
廃
妾
論
と
い
う
政
治
的
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
形
式
で
主
張
さ
れ
、

期
に
（
論
に
対
抗
し
て
、
阪
谷
素
•
岡
本
監
輔
・
、
村
田
保
な
ど
が
反
対
し
た

政
府
が
「
家
」
制
度
を
強
化
し
儒
教
的
家
父
長
制
「
家
」
制
度
の
理
念
型
的
形
式
を
明
治
民
法
に
癒
着
・
固
定
化
し
た
と
き
、

制
も
「
家
」
制
度
と
矛
盾
的
に
併
置
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
後
述
す
る
よ
う
に
「
近
代
的
」

格
を
露
骨
に
示
し
て
い
た
こ
と
は
当
然
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
同
時
に
ま
た
、
婚
姻
制
度
は
、
法
制
的
に
も
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
に
も
、
基

本
的
に
は
当
該
社
会
の
下
部
構
造
に
よ
っ
て
存
在
形
態
を
規
定
さ
れ
る
が
（
翻
疇
」
「
た
鬱
鵡
翌
翻
）
、
明
治
三

0
年
頃
迄
に
「
家
」
が
再

編
・
強
化
さ
れ
、
近
代
日
本
の
産
業
資
本
は
半
封
建
的
・
軍
事
型
的
に
確
立
さ
れ
る
方
向
が
決
定
的
と
な
っ
て
い
た
か
ら
、

明
治
一
夫
一
婦
制
が
、

「
家
」
制
度
に
よ
っ
て
法
制
上
・
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
上
制
約
を
受
け
て
い
た
明
治
一
夫
一
婦
制
が
封
建
的
性

ど
の
よ
う
な
封
建
的
性
格
で
特
色
づ
け
ら
れ
る
か
を
考
察
す
る
ま
え
に
、

「
国
体
」
観
念
に
訴
え
て
一
夫
多
妻
制
を
擁
護
し
た
の
は
民
法
制
定
以
後
に
限
ら
ず
、
む
し
ろ
国
家
体
制
を
、
天
皇
中
心
の
「
家
」
と
観
念
す
る
よ
う
に
な
っ
た
と
き

近
代
日
本
に
お
け
る
一
夫
一
制
の
発
展

の
要
件
を
カ
ン
ト
の
理
論
か
ら
簡
単
に
み
て
お
こ
う
。

一
夫
一
婦
制
を
存
在
せ
し
め
る
物
的
条
件
も
存
し
な
か
っ
た
こ
と
に
な
る
。

の
個
人
を
前
提
と
す
る
か
ら
、

五
五

「
近
代
的
」

一
夫
一
婦
制
の
「
近
代
的
」
形
態

一
夫
一
婦
制
は
、
婚
姻
契
約
の
主
体
と
し
て

一
夫
一
婦
明
治
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ン
ト
は
次
の
よ
う
に
説
明
す
る
。

近
代
日
本
に
お
け
る
一
夫
一
制
の
発
展

か
ら
は
じ
ま
る
。
明
治
維
新
、
東
京
遷
都
の
詔
書
に
す
で
に
国
家
を
「
家
」
と
み
な
す
家
族
主
義
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
が
明
ら
か
に
さ
れ
た
（
丘
呻
↑
鯰
遵
虹
紐
知
臼
E
一
至
蒻

箕
参
声
）
が
、
八
-
1
0年
頃
の
日
日
新
聞
、
郵
便
報
知
新
聞
に
、
「
妾
は
嗣
子
嫡
孫
を
う
る
た
め
」
に
必
要
で
、
「
古
代
天
子
様
か
ら
の
制
」
故
｀
必
ら
ず
こ
れ
を
奉

じ
る
べ
き
だ
と
論
じ
ら
れ
て
い
た
。
旧
刑
法
典
編
纂
の
際
の
妾
制
擁
護
論
も
同
様
（
↑
年
涜
環
⑭
f
m幸
紐
虻
臼
年
5
年
号
）
で
、
「
我
皇
統
ノ
天
壊
卜
極
リ
ナ
ク
綿
々
継
承

ス
ル
所
ノ
・
モ
ノ
ハ
妾
ノ
ア
ル
ヲ
以
テ
ナ
ラ
ズ
ヤ
」
と
い
う
意
見
が
堂
々
と
主
張
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
前
記
、
川
島
「
結
婚
」
一
七
四
頁
以
下
、
磯
野
「
家
族
制
度
」

100頁
以
下
、
同
「
家
族
の
新
し
い
モ
ラ
ル
と
古
い
モ
ラ
ル
」
（
「
現
代
家
族
講
座
」

I
)
-
―
一
頁
以
下
等
参
照
、

理
念
型
的
「
近
代
的
」

＿
夫
一
婦
制
の
要
件
ー
カ
ン
ト
の
理
論
か
ら
1

）
 
2
 

（二）

c
 

近
代
市
民
社
会
の
一
夫
一
婦
制
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
は
、
カ
ン
ト
の
婚
姻
法
理
論
に
お
い
て
理
念
型
的
に
示
さ
れ
て
い
る
。
要
す
る
に
そ
こ）

 

カ
ン
ト
に
お
い
て
、
「
人
格
」
は
、
自
己
目
的
的
存
在
で
あ
り
、
自
由
そ
の
も
の
の
主
体
的
表
現
で
あ
り
、
他
人
の
い

で
は
、
自
由
な
意
思
主
体
と
し
て
の
法
人
格
（
か
な
る
手
段
に
も
な
っ
て
は
な
ら
ぬ
。
拙
稿
「
近
代
人
の
国
家
意
識
」
（
「
市
民
の
た
め
の
法
律
学
」
ニ
―

0
頁
以
下
）

が
前
提
と
さ
れ
、
家
族
法
上
の
権
利
は
「
物
件
と
し
て
の
外
的
対
象
の
占
有
、
人
格
と
し
て
の
そ
れ
の
使
用
と
い
う
権
利
」
、
婚
姻
に
つ

い
て
い
え
ば
、
「
夫
又
は
妻
が
他
の
生
殖
器
及
び
性
的
能
力
に
つ
い
て
な
す
交
互
的
使
用
」
で
あ
り
、
「
夫
又
は
妻
は
互
に
他
を
物
と
し

て
占
有
し
且
つ
人
格
と
し
て
使
用
す
る
権
利
を
も
つ
」
と
説
か
れ
る
（
暉
疇
澤
し
な
恒
噂
↑
ー
「
這
喰
屯
噂
氣
広
町
炉
1
コ
辛
這
19～
一
正
墨
記
紐
峠
町
）
。
と

こ
ろ
で
、
享
楽
の
た
め
に
人
が
自
分
を
物
と
し
て
処
分
し
、
貨
幣
と
ひ
き
か
え
に
自
分
の
人
格
を
賃
貸
す
る
行
為
（
繹
）
と
、
他
の
人
間
全

体
に
対
す
る
権
利
を
も
た
ず
単
に
人
間
の
一
部
分

(
o
r
g
a
n
a
sexualia)
に
対
す
る
権
利
を
も
つ
よ
う
な
行
為
冠
）
は
反
道
徳
的
で
あ
り
、

人
格
主
体
性
の
原
理
の
下
に
お
い
て
唯
一
の
「
人
格
的
1
1
道
徳
的
」
性
結
合
は
、

「
人
が
他
者
の
全
人
格
を
処
分
す
る
権
利
を
取
得
し
た
と
き
に
、
彼
の
性
的
傾
向
（
欲
望
）
を
使
用
す

る
自
由
を
も
取
得
で
き
る
。
全
人
格
に
対
す
る
処
分
権
は
、
人
が
そ
の
全
人
格
に
対
す
る
同
様
の
権
利
を
相
手
方
に
与
え
る
こ
と
に
よ
っ

、
、
、
、
、

て
で
あ
る
。
」
「
婚
姻
は
、
二
人
の
当
事
者
が
互
い
に
等
し
い
権
利
を
回
復
し
合
い
、
互
い
に
全
人
格
に
対
す
る
完
全
な
権
利
を
与
え
合
う

、

、

つ

ま

り

、

「

私

は

、

私

自

身

を

他

人

に

与

え

て

彼

の

所

有

物

と

な

る

-

‘

と
い
う
契
約
」
で
あ
り
、
そ
こ
で
人
は
自
己
の
人
格
を
再
占
有
で
き
る
か
ら
（
が
、
同
時
に
私
は
、
私
の
所
有
者
た
る
彼
の
人
格
を
占
有
す
る
か
ら
」

一
夫
一
婦
制
婚
姻
以
外
に
な
い
…
…
。
こ
の
こ
と
を
カ

五
六
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、
人
格
を
他
の
手
段
に
供
し
た
こ
と
に
な
ら
な
い
か
ら
反
道
徳
的
と
な
ら
一
。

人
格
を
物
と
し
て
他
人
に
与
え
た
こ
と
に
な
ら
な
し
す
な
い
-
V
o
r
l
e
s
u
n
g
`
s
.
2
0
9
,
2
1
1
.

川
島
「
前
掲
」
二
四
三
頁
以
下

こ
う
し
て
、

カ
ン
ト
に
お
い
て
一
夫
一
婦
婚
姻
の
制
度
目
的
は
、

こ
と
に
よ
っ
て
、
排
他
的
独
占
的
に
支
配
し
合
い
、
そ
の
故
に
近
代
市
民
社
会
に
お
け
る
個
人
主
義
的
人
格
主
義
的
な
婚
姻
倫
理
を
確
立

す
る
も
の
と
さ
れ
た
の
で
あ
り
、
①
主
体
性
を
媒
介
と
す
る
婚
姻
契
約
（
疇
嘱
藷
”
択
）
の
臣
恥
②
婚
姻
の
成
立
・
効
果
・
解
消
に
お
け
る
、

、
、
、
、
、

夫
婦
の
地
位
の
平
等
⑧
相
互
の
人
格
に
対
す
る
排
他
的
独
占
的
全
人
的
結
合
と
い
う
三
つ
の
条
件
が
そ
こ
に
要
求
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

カ
ン
ト
の
婚
姻
理
論
の
前
提
は
、
既
述
の
よ
う
に
、
現
実
の
生
活
条
件
を
捨
象
し
た
全
く
抽
象
的
な
「
自
由
・
乎
等
の
法
主
体
」
と
し

て
の
人
格
の
観
念
を
措
定
し
、
こ
の
よ
う
な
非
現
実
的
な
「
人
」
に
つ
い
て
、

た
論
理
の
組
合
せ
に
よ
っ
て
、

個
人
の
自
由
と
男
女
の
本
質
的
平
等
の
承
認
の
方
向
に
お
い
て
確
立
し
た
基
本
的
要
件
で
あ
り
、

道
徳
的
に
正
し
い
婚
姻
結
合
を
根
拠
づ
け
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
の
意
味
で
、
カ
ン
ト
の
理
論
に
は
歴
史

的
な
制
約
を
認
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
し
（
逗
瞑
叫
想
淘
」
「
呼

9
遥
恥
配
が
い
い
か
釦
麟
嗅
配
釘
遷
汽
に
←
〗
予
知
剛
氾
万
鵡
嘩
バ
項
噂
●
遠
環
←

p
I訪
詮
こ

船
疇
縞
噂
望
）
、
資
本
主
義
の
発
展
の
下
で
一
夫
一
婦
制
婚
姻
の
「
道
徳
性
」
を
破
壊
す
る
社
会
的
矛
盾
の
所
在
と
、
そ
れ
が
売
淫
と

姦
通
に
よ
っ
て
補
充
さ
れ
る
と
い
う
存
在
形
式
を
と
ら
ざ
る
を
え
な
い
と
い
う
こ
と
を
も
基
本
的
な
問
題
と
し
な
か
っ
た
の
で
あ
っ
た

カ
ソ
ト
は
、
「
遊
蕩
や
、
か
り
そ
め
の
愛
及
び
売
春
を
事
実
と
し
て
は
あ
り
う
る
こ
と
を
認
め
」
、
「
た
だ
」
、
「
人
問
性
の
法
則
に
従
わ
ぬ
も
の
と
し
て
非
難
し
て
い
る
に
す
ぎ

一
な
い
」
「
こ
れ
ら
の
事
実
は
、
そ
れ
自
身
に
お
け
る
不
法
則
性
の
問
題
で
は
な
く
て
、
資
本
主
義
社
会
に
存
す
る
反
法
則
性
と
矛
盾
と
の
現
わ
れ
で
あ
る
こ
と
に
は
彼
の
目
は

顧
鰐
言
ば
）
。
け
れ
ど
も
、
カ
ン
ト
の
理
論
か
ら
導
出
さ
れ
る
、
右
の
三
つ
の
要
件
こ
そ
、
近
代
資
本
主
義
婚
姻
法
が
、
家
長
権

・
夫
権
の
弱
体
化
、

一
婦
制
が
封
建
的
一
夫
一
婦
制
と
区
別
さ
れ
る
諸
点
も
、
結
局
、
こ
の
三
つ
の
要
件
の
確
立
か
ら
き
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

る
と
い
う
、
個
人
主
義
的
契
約
主
義
的
結
合
と
み
る
。
法
的
に
も
、
こ
の
婚
姻
意
思
な
き
婚
姻
は
無
効
と
さ
れ
、
婚
姻
意
思
の
表
示
の
自

近
代
日
本
に
お
け
る
一
夫
一
制
の
発
展

①
婚
姻
結
合
の
性
質
「
近
代
的
」

五
七

一
夫

「
人
間
性
の
法
則
の
必
要
」
と
い
う
命
題
か
ら
演
繹
さ
れ

独
立
・
自
由
な
二
人
の
人
格
が
、

互
い
に
他
を
全
体
的
に
与
え
合
う

「
近
代
的
」

一
夫
一
婦
制
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
は
、
婚
姻
を
男
女
両
性
の
自
由
な
婚
姻
意
思
の
合
致
で
成
立
す
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近
代
日
本
に
お
け
る
一
夫
一
制
の
発
展

(
-
―
―
)
 

由
を
制
約
す
る
要
素
を
で
き
る
だ
け
制
限
す
る
と
共
に
、
将
来
婚
姻
し
よ
う
と
い
う
両
当
事
者
の
約
束

(11婚
約
）
を
ー
婚
約
履
行
の
強

制
は
で
き
な
い
が
ー
法
的
に
も
保
護
す
る
傾
向
が
あ
る
。
離
婚
も
、
契
約
の
解
除
と
し
て
是
認
さ
れ
、
今
日
で
は
、
婚
姻
が
制
度
か
契
約

（
四
）
．

か
と
い
う
議
論
は
「
時
代
お
く
れ
」
の
よ
う
に
さ
え
み
え
る
。

但
し
、
近
代
的
一
夫
一
婦
制
に
お
け
る
「
婚
姻
の
自
由
」
（
乃
至
「
自
由
な
合
意
」
）
は
、
具
体
的
な
社
会
的
経
済
的
条
件
を
捨
象
し
て

い
わ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
社
会
的
階
級
婚
の
行
わ
れ
る
事
実
や
、
女
子
の
婚
姻
・
離
婚
・
再
婚
の
不
自
由
の
事
実
が
残
さ
れ
る
限
り
で

婚
姻
当
事
者
の
関
係
—
ー
＇
「
近
代
的
」
一
夫
一
婦
制
は
、
男
女
の
自
由
・
対
等
の
人
格
的
結
合
と
し
て
定
立
さ
れ
、
夫
婦
の
役
割

・
地
位
の
平
等
（
形
式
的
平
等
）
関
係
を
要
素
と
す
る
。
夫
婦
義
務
の
平
等
・
夫
婦
の
特
有
財
産
は
各
個
人
に
帰
属
す
べ
き
こ
と
・
家
計

家
政
に
つ
い
て
の
発
言
権
や
親
権
は
平
等
に
協
力
し
て
行
わ
れ
る
べ
き
こ
と
・
離
婚
原
因
な
ど
も
平
等
に
適
用
さ
れ
る
べ
き
こ
と
…
…
従

っ
て
、
夫
婦
は
、
自
主
対
等
の
地
位
に
立
ち
つ
つ
、
婚
姻
共
同
体
の
維
持
の
た
め
に
性
的
分
業
を
す
る
義
務
を
相
互
に
負
う
こ
と
が
期
待

さ
れ
、
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
第
一
―
―
者
（
玩
慰
鱈
戸
鯰
疇
吐
暉
頃
）
の
介
入
を
許
さ
な
い
、
夫
婦
の
協
力
で
万
事
運
営
さ
れ
て
い
く
独
立
し
た
婚

但
し
、
こ
の
夫
婦
の
形
式
的
平
等
の
問
題
も
、
資
本
主
義
社
会
に
お
け
る
男
女
の
社
会
的
地
位
の
不
平
等
が
家
庭
内
に
投
射
さ
れ
、
現

実
に
は
、

社
会
的
生
産
者
と
し
て
の
夫
と
、

家
内
労
働
者
と
し
て
の
妻
の
役
割
と
の
不
平
等
と
い
う
問
題
を
残
し
、
「
婚

平
等
主
義
の
要
請
か
ら
、
婚
姻
よ
り
生
じ
る
経
費
を
夫
婦
平
等
分
担
と
い
う
こ
と
に
し
て
も
、
家
内
労
働
者
た
る
萎
の
現
物
所
得
は
な
く
、
一
に

姻
費
用
分
担
の
原
則
」
ご
従
っ
て
｀
妻
の
労
慟
の
生
産
性
は
、
「
夫
の
労
働
力
の
再
生
産
」
乃
至
「
内
助
の
功
」
の
論
理
で
根
拠
づ
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
る

し
て
も
、
夫
婦
共
有
財
産
へ
の
支
配
権
の
所
在
に
し
て
も
（
直
臥
年
暉
紐
撃
雰
料
ぽ
還
贔
輝
闘
謬
虹
蜘
年
虹
応
戸
知
顔
畔
庭
這
囀
戸
}
て
）
夫
婦

が
決
し
て
、

現
実
に
は
平
等
者
で
あ
り
え
な
い
と
い
う
矛
盾
を
内
在
し
て
い
る
。

姻
結
合
が
可
能
に
な
る
。

②
 
は
、
社
会
的
矛
盾
を
内
在
す
る
こ
と
に
な
る
。

五
八

た
と
え
ば
、
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③
 
婚
姻
結
合
の
原
理
ー
ー
「
近
代
的
」

こ
と
を
条
件
と
す
る
。

が
、
今
や
、

夫
婦
が
相
互
の
人
格
の
排
他
的
独
占
的
全
人
的
結
合
に
よ
っ
て
結
ば
れ
る

近
代
以
前
の
一
夫
一
婦
制
は
、
妻
の
貞
操
価
値
に
対
す
る
夫
の
一
方
的
な
（
暉
碩
）
支
配
形
式
に
他
な
ら
な
か
っ
た

夫
婦
は
対
等
に
且
つ
排
他
的
に
貞
操
を
支
配
し
合
う
こ
と
と
な
る
（
岬
佑
翌
雙
疇
悶
且
畏
醤
畔
訊
紐
:
貞
）
。

カ
ン
ト
の
婚
姻
理
論
に
す
で
に
示
さ
れ
て
い
た
よ
う
に
、
こ
こ
で
の
結
合
原
理
は
、
相
互
に
「
自
己
の
私
有
物
と
し
て
の
貞
操
を
愛
情
の

「
市
民
の
た
め
の
の
法
律
学
」
二
四
五
頁
参
照
。
カ
ン
ト
に
お
い
て
も
、
貞
操
の
相
互
支

し
る
し
と
し
て
与
え
る
」
と
い
う
市
民
的
物
的
理
論
で
あ
る
印
耳
‘
「
生
殖
器
の
交
互
使
用
」
と
い
う
物
的
側
面
か
ら
把
握
さ
れ
て
い
る
が
、
近
代
資
本
主

義
社
会
で
は
、
「
貞
操
」
は
「
私
有
財
産
」
と
し
て
、
使
用
貸
借
、
売
買
、
贈
与
の
対
象
と
し
て
利
用
さ
れ
、
そ
一
。

れ
が
人
格
的
活
動
か
ら
分
離
し
な
い
の
は
「
愛
情
に
基
づ
く
」
と
い
う
主
体
性
が
媒
介
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る

但
し
、
愛
情
に
よ
る
貞
操
の
相
互
支
配
の
承
認
の
原
理
が
、
こ
こ
で
の
婚
姻
結
合
を
、
婚
姻
当
事
者
の
主
観
に
お
い
て
「
人
格
的
」
な

地
位
•
財
産
・
家
格
な
ど
を
基
準
と
し
な
い
で
、
「
愛
情
」
だ
け
で
婚
姻
す
る
の
が
、
理

も
の
且
つ
「
排
他
的
」
な
も
の
と
し
て
正
当
化
す
る
に
し
て
も
＿
想
主
義
的
生
活
態
度
だ
と
さ
れ
る
。
例
、
「
い
か
な
る
結
婚
で
も
恋
愛
が
あ
れ
ば
道
徳
的

で
あ
り
、
法
律
の
手
続
を
経
た
結
婚
で
も
恋
愛
が
）
、
そ
れ
を
確
固
た
る
一
夫
一
婦
婚
と
し
て
存
続
さ
せ
る
と
い
う
客
観
的
保
障
に
は
な
ら
な
い

な
け
れ
ば
不
道
徳
で
あ
る
」
（
ニ
レ
ソ
・
ケ
イ
）

（
霧
の
主
観
性
・
可
変
性
が
問
題
と
な
る
ー
「
愛
情
」
が
、
社
）
。
婚
姻
自
由
の
理
念
は
、
人
が
自
己
の
貞
操
の
処
分
に
つ
い
て
完
全
に
自
由
で
あ

会
的
基
礎
を
も
た
な
い
観
念
的
な
人
格
的
結
合
の
湯
合
ー
~

る
こ
と
を
意
味
し
、
「
自
由
な
(
5炉
5
5
屈
炉
芦
碑
玉
に
）
婚
姻
結
合
」
に
お
い
て
こ
そ
、
人
は
本
来
の
愛
情
（
彗
翠
噂
）
を
実
現
で
き
る
、

（五）
と
い
う
の
が
近
代
資
本
制
社
会
の
婚
姻
倫
理
で
あ
る
。
け
れ
ど
も
現
実
に
は
、
近
代
一
夫
一
婦
制
の
下
で
は
、
婚
姻
の
自
由
と
貞
操

（
性
）
の
自
由
と
を
合
致
さ
せ
得
な
い
諸
条
件
が
存
在
し
、
む
し
ろ
、
貞
操
自
由
の
尊
重
の
価
値
意
識
（
疇
血
廷
評
註
配
配
岨
応
紐
噸
疋
」

や
親
の
も
の
で
は
な
い
こ
と
、
従
っ
て
、
婚
姻
も
こ
れ
ら
の
た
め
）
は
、
婚
姻
の
倫
理
か
ら
遮
断
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
第
一
に
、
貧

に
決
す
べ
き
で
な
く
、
自
分
の
た
め
に
決
す
べ
き
だ
と
い
う
意
識

困
層
や
一
般
女
子
に
と
っ
て
「
婚
姻
自
由
の
制
度
」
は
、
「
階
級
」
に
制
約
さ
れ
た
り
経
済
的
裏
付
け
を
欠
く
こ
と
が
あ
り
（
碑
和
呻
頭
即

門
骰
虹
認
肝
↑
層
）
、
第
二
に
、
女
性
の
貞
操
は
、
男
子
中
心
の
私
有
財
産
制
の
下
で
、
履
々
「
商
品
」
と
し
て
男
に
よ
っ
て
取
引

さ
れ
る
が
、
そ
の
場
合
に
は
「
貞
操
」
（
性
）
は
女
性
の
人
格
か
ら
ー
従
っ
て
人
格
の
尊
厳
に
基
づ
く
「
自
由
な
婚
姻
」
か
ら
ー
完
全
に

近
代
日
本
に
お
け
る
一
夫
一
制
の
発
展

一
夫
一
婦
制
は
、

五
九
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(5) (4) (3) 
註
切

化
」
の
変
貌
を
と
げ
る
大
正
期
以
後
、
早
く
も
、
こ
の
「
近
代
的
」

一
夫
一
婦
制
独
自
の
制
度
的
矛
盾
が
明
治
一
夫
一
婦
制
の
前
近
代
的

近
代
日
本
に
お
け
る
一
夫
一
制
の
発
展

切
断
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

て
の
貞
操
観
念
に
拍
車
を
か
け
、

の
み
な
ら
ず
、
近
代
市
民
的
個
人
主
義
的
婚
姻
観
は
、
全
く
個
人
の
自
由
に
か
か
る
私
有
財
産
と
し

結
婚
を
前
提
と
し
な
い
「
新
貞
操
観
念
」
を
正
当
化
す
る
に
い
た
る
（
芍
鮒
む
知
配
闘
翌

る
た
め
、
結
婚
の
失
敗
は
当
然
の
現
象
で
あ
る
こ
と
、
だ
か
ら
、
む
し
ろ
、
自
由
な
男
女
関
係
を
経
験
し
、
＿
肉
体
的
に
も
精
神
的
に
も
「
安
定
」
の
段
階
に
入
っ
た
と
き
に
、

は
じ
め
て
「
決
定
的
な
婚
姻
を
結
ぶ
べ
き
だ
」
と
説
き
、
婚
姻
自
由
と
貞
操
と
を
完
全
に
分
離
し
て
、
プ
ル
ジ
ョ
ア
結
婚
論
の
最
先
端
に
立
つ
ー
拙
稿
「
近
代
フ
ラ
ソ
ス
に

お
け
る
婚
姻
思
想
の
系
譜
」
（
家
族
法
と
一
。

家
族
問
題
I
巻
）
―
ニ
ニ
頁
以
下
参
照

「
近
代
的
」

一
夫
一
婦
制
の
特
色
は
、
右
の
三
要
件
を
実
現
す
る
点
に
あ
る
が
、
各
要
件
に
内
在
す
る
社
会
的
矛
盾
は
資
本
主
義
生
産

の
発
展
に
つ
れ
て
拡
大
化
せ
ざ
る
を
え
ず
、

と
く
に
第
三
の
要
件
の
社
会
的
矛
盾
の
拡
大
化
は
、
近
代
的
一
夫
一
婦
制
が
、
現
実
に
は
単

婚
主
義
的
婚
姻
統
制
作
用
を
十
分
に
達
成
で
き
な
い
と
い
う
制
度
的
矛
盾
を
当
初
か
ら
内
在
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

次
節
以
下
に
、
明
治
一
夫
一
婦
制
の
封
建
的
性
格
と
、
そ
の
制
度
機
能
上
の
矛
盾
を
検
討
す
る
が
、
そ
れ
が
、
全
く
徐
々
に
「
半
近
代

矛
盾
と
と
も
に
示
さ
れ
る
こ
と
に
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

「
近
代
的
」
婚
姻
思
想
の
代
表
的
理
論
を
カ
ン
ト
に
求
め
る
こ
と
に
反
対
説
は
な
い
。
加
藤
「
ド
イ
ツ
に
お
け
る
婚
姻
思
想
の
発
展
」
（
家
族
問
題
と
家
族
法
I
)
-

五
五
頁
以
下
、
川
島
「
近
代
的
婚
姻
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
」
（
「
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
と
し
て
の
家
族
制
度
」
二
＿
―
-
四
頁
以
下
）
、
玉
城
肇
「
カ
ソ
ト
の
家
族
論
及
び
婚
姻
論
」

（
「
愛
知
大
学
法
経
論
集
」
第
九
集
）

親
の
婚
姻
同
意
を
未
成
年
者
に
限
定
し
(
|
正
当
理
由
な
き
不
同
意
は
同
意
権
の
濫
用
と
し
）
、
禁
治
産
者
も
婚
姻
意
思
を
自
ら
表
示
し
う
る
と
し
戸
主
な
ど
の
同
意

を
不
要
と
し
、
親
の
同
意
が
な
く
て
も
形
式
が
と
と
の
え
ば
婚
姻
成
立
と
み
る
（
日
本
民
法
）
な
ど
。

オ
ー
リ
ュ
ー
の
制
度
理
論
に
つ
き
＿
―
-
代
川
「
二
つ
の
社
会
生
命
論
」
（
「
法
学
」
第
一
五
巻
一
号
）
―
-
三
頁
以
下
参
照
。

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

婚
姻
自
由
の
原
則
の
定
立
さ
れ
る
ま
で
は
人
は
、
自
己
の
貞
操
に
つ
い
て
完
全
な
支
配
権
を
も
っ
て
い
な
か
っ
た
と
い
え
る
。
図
式
論
的
に
は
、
「
家
」
↓
「
家
長
」

↓
「
親
」
の
手
に
変
遷
し
て
き
た
と
い
っ
て
よ
い
。
比
較
的
近
代
で
も
、
と
く
に
女
の
場
合
は
、
婚
姻
後
も
、
夫
の
手
に
貞
操
権
を
掌
握
さ
れ
、
明
治
期
に
お
け
る
日

六
〇
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本
女
性
の
貞
操
権
を
み
て
も
、
夫
は
そ
れ
を
実
質
的
に
売
買
す
る
権
利
が
あ
り
、
有
夫
姦
で
も
「
私
和
権
」
を
行
使
で
き
た
し
、
夫
が
死
ん
で
も
妻
は
、
自
由
に
夫
家

を
出
た
り
再
婚
し
た
り
で
き
な
か
っ
た
（
拙
稿
「
明
治
初
年
の
妻
の
地
位
」
法
制
史
研
究
一

0
号
一
五
六
頁
以
下
）
。

「
君
に
衆
臣
あ
れ
ば
夫
に
衆
女
あ
る
も
一
理
」
と
公
言
し
た
、
近
世
武
家

（六）

社
会
の
儒
教
的
家
族
制
度
思
想
の
伝
統
を
背
景
と
し
て
い
る
こ
と
は
周
知
の
如
く
で
あ
る
。
明
治
初
年
の
「
家
」
の
現
実
の
存
在
形
態
を
、

武
家
型
。
庶
民
型
と
類
型
化
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
類
型
化
の
過
剰
は
危
険
で
あ
る
と
前
に
述
べ
た
こ
と
が
あ
る
が
（
呻
繹
応
鱈
頸
辺
認
記

一
ゴ
勺
）
、
家
族
道
徳
思
想
に
つ
い
て
は
、
旧
士
族
層

11官
僚
階
級
と
一
般
庶
民
層
と
の
間
に
、
か
な
り
明
確
な
断
層
が
あ
っ
た
よ
う
に
思

わ
れ
る
。
阪
谷
素
（
遣
輝
醗
口
鰐
邦
賓
酪
悶
這
年
亡
号
）
岡
本
監
輔
（
暉
『
誼
釈
i

呻
這
紐
細
麟
正
『
諏
麟
記
巳
明
）
や
、
廃
妾
反
対
建
議
案
で
有
名
な

村
田
保
な
ど
一
夫
多
妻
主
義
を
説
く
識
者
達
も
、
一
夫
多
妻
の
名
分
を
「
国
体
」
（
「
家
」
制
度
）
に
求
め
つ
つ
、

を
「
変
ナ
下
等
動
物
」
と
呼
び
、
庶
民
間
に
広
く
行
わ
れ
て
き
た
一
夫
一
婦
の
倫
理
を
頭
か
ら
問
題
に
し
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

支
配
層
に
よ
り
、

関
係
が
、

「
夫
婦
は
君
臣
に
同
じ
」

旧
「
武
家
家
族
」
型
に
再
編
・
強
化
さ
れ
た
、
明
治
民
法
の
「
家
」
は
、

「
戸
主
」
は
超
世
代
的
継
承
を
期
待
さ
れ
る
血
統
集
団
と
し
て
の
「
家
」
の
具

体
的
統
制
者
・
家
督
承
継
者
た
る
家
長
の
地
位
と
規
定
さ
れ
た
（
皿
麟
紐
f
鱈
玉
輝
畔
『

81応
年
声
）
ハ
嘔
謬
印
ロ
虹
紐
葦
虹
知
幻
↑
↑
環
c頌
声
直
嗅
蝉

濃
這
賛
ほ
駁
誌
●
翡
年
望
）
。
一
口
に
い
え
ば
、
「
家
」
制
度
の
下
で
の
家
族
関
係
は
、
戸
主
を
頂
点
と
す
る
権
威
主
義
的
で
フ
ォ

ー
マ
ル
な
役
割
シ
ス
テ
ム
と
規
定
し
て
よ
い
。

親
族
集
団
で
は
第
一
次
的
に
重
視
さ
れ
る
。

近
代
日
本
に
お
け
る
一
夫
一
制
の
発
展

こ
の
よ
う
な
「
家
」
制
度
の
下
で
は
、
戸
主
の
血
統
者
た
る
男
子
の
地
位
ー
従
っ
て
親
子

旧
民
法
の
規
定
に
反
し
て
、

明
治
民
法
は
、

主
の
親
族
を
第
一
次
メ
ン
バ
ー
と
み
な
し
夫
婦
を
普
通
の
親
族
と
み
た
。
封
建
的
家
族
法
で
、

順
位
に
よ
る
上
下
的
身
分
的
序
列
の
体
系
と
し
て
把
え
、

r_/ 
3
 c
 

明
治
民
法
の
一
夫
一
婦
制
度
が
、

明
治
民
法
の
一
夫
一
婦
制
の
封
建
的
性
格

六

「
親
子
関
係
は
夫
婦
関
係
を
吸
吸
し
て
い

「
家
」
内
部
の
人
間
関
係
を
、
性
・
出
生

「
家
」
の
規
定
を
首
部
に
置
き
、
戸

一
般
庶
民
（
旧
平
民
層
）
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意
思
の
表
示
が
「
家
」
の
制
約
を
う
け
、
婚
姻
に
お
け
る
契
約
主
体
と
し
て
の
個
人
が
発
見
さ
れ
な
い
の
は
当
然
で
あ
っ
た
。
婚
姻
成
立

民
法
第
七
八
八
・
七
）
か
ら
、
前
代
の
婚
姻
法
制
に
比
べ
て
契
約
主
義
的
に
も
み
ら
れ
る
が
、
戸

に
は
当
事
者
の
婚
姻
意
思
の
合
致
を
要
し
た
（
七
四
・
七
七
八
条

主
は
家
団
統
制
者
と
し
て
、
婚
姻
・
縁
組
に
対
す
る
同
意
権
と
、
こ
れ
に
伴
う
離
籍
及
び
復
籍
拒
絶
権
を
有
し
（
醤
翡
籠
一
繹
誌

―
一
担
項
i

配
噴
竺
）
、
家
族
の
入
籍
・
去
家
に
つ
い
て
も
同
意
権
を
も
ち
（
埠
麺
算
巽
一
庫
藝
一
曳
．
一
虹
―
―
-
）
、
婚
姻
無
効
訴
権
者
で
も
あ
り
え
た

薮

認

似

場

野

詮

濯

紅

鑓

配

齢

い

距

譴

誌

虹

跨

贔

造

闘

暫

註

譴

闘

芸

鱈

註

鯰

齢

ll3
誤
蒋
％
）
。
戸
主

自
身
の
、
婚
姻
に
よ
る
去
家
も
禁
止
さ
れ
て
い
た
（
埠
芦
霰
紅
声
．
）
。

「
婚
姻
の
自
由
」
は
法
形
式
的
に
も
保
障
さ
れ
て
お
ら
ず
、
戸
主
に
対
す
る
同
居
隷
従
義
務
に
圧
倒
さ
れ
て
い
た
と
い
え
る
。

従
っ
て
、

婚
姻
結
合
が
、

解
消
に
「
家
」
的
統
制
原
理
が
導
入
さ
れ
、

と
く
に
家
父
の
権
威
と
子
の
恭
頴
義
務
が
絶
対
視
さ
れ
、
父
子
間
に

（七）

権
力
の
逆
転
は
あ
り
え
な
か
っ
た
が
、
皮
肉
に
も
、
夫
と
妻
の
間
で
は
現
実
の
権
力
の
逆
転
と
い
う
現
象
を
生
じ
る
可
能
性
が
あ
っ
た
。

ま
た
、
夫
婦
結
合
は
重
要
な
身
分
関
係
を
意
味
し
な
い
と
い
う
考
え
方
の
必
然
的
結
果
と
し
て
、

、
、
、
、
ヽ
ヽ
ヽ
（
八
）

親
の
た
め
に
妻
を
離
婚
す
る
こ
と
が
賞
讃
さ
れ
る
と
い
う
「
国
民
道
徳
」
の
伝
統
を
支
柱
と
し
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。

「
孝
」
を
重
視
し
、
場
合
に
よ
っ
て
は

こ
の
よ
う
な
、
長
男
子
に
よ
る
家
系
の
承
継
を
目
的
と
す
る
儒
教
主
義
的
「
家
」
制
度
が
、
婚
姻
結
合
を
―
つ
の
独
立
し
た
契
約
的
身

分
関
係
と
み
ず
、
各
家
族
員
の
役
割
を
フ
ォ
ー
マ
ル
に
規
定
し
て
戸
主
の
統
制
に
服
せ
し
め
た
こ
と
は
、
婚
姻
当
事
者
の
関
係
や
成
立
・

第
一
に
、
明
治
民
法
の
婚
姻
結
合
の
性
質

一
夫
一
婦
制
が
前
近
代
的
な
制
約
の
下
に
定
立
さ
れ
た
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。

「
家
」
継
承
の
上
で
、
独
立
の
身
分
関
係
と
し
て
尊
重
さ
れ
な
い
以
上
、
婚
姻
の
成
立
。
解
消
に
お
け
る
個
人
の
自
由

認
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

い
い
か
え
れ
ば
、
親
子
関
係
、

石
。
」
と
い
わ
れ
る
よ
う
に
、
明
治
民
法
で
も
、
夫
婦
関
係
は
、

近
代
日
本
に
捻
祢
る
一
夫
一
制
の
発
展

親
族
集
団
の
中
で
の
基
礎
的
身
分
関
係
と
し
て
重
要
で
あ
る
こ
と
が
承

g

＇ ノ‘



第
二
に
、
夫
婦
の
相
互
関
係

庶
男
子
は
嫡
女
子
に
優
先
し
て
家
督
相
続
権
を
有
し

家
永
「
日
本
道
徳
思
想
史
」
―
―
―
―
―
頁
ー
「
妻
を
要
る
こ
と
は
祖
先
の
後
を
重
ん
）
と
い
う
儒
教
倫
理
の

「
一
夫
多
妻
は
武
士
の
義
務
な
り
」
（
じ
て
子
孫
を
絶
た
ざ
ら
ん
と
の
義
な
れ
ば
…
蓄
妾
は
聖
賢
の
教
な
り
」
（
迪
癬
篇
）

伝
統
に
立
ち
、
「
家
」
の
た
め
に
蓄
妾
は
正
当
で
あ
る
と
い
う
政
治
的
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
に
支
え
ら
れ
て
、
一
夫
一
婦
形
式
を
外
観
上
規
定

し
た
に
と
ど
ま
り
（
石
噂
炉
囀
畔
琴
翠
経
炉
）
、
実
質
的
に
は
男
の
た
め
の
一
夫
多
妻
制
が
是
認
さ
れ
た
。

（
そ
の
家
の
「
氏
」
を
称
し
、
戸
主
の
扶
養
を
受
け
、
財
）
を
有
し
、

の
家
族
員
と
し
て
の
権
利
産
を
特
有
す
る
権
利
ー
民
法
第
八
七
九
条
以
下
参
照

民
法
第
九
七
0
一。

た
（
条
ニ
・
四
項

「
家
」
制
度
の
下
で
実
質
的
に
一
夫
多
妻
制
を
採
っ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
夫
婦
の
相
互
関
係
に
つ
い
て
も
、

の
夫
婦
形
式
的
平
等
主
義
以
前
の
、

民
法
は
、

封
建
的
性
格
が
明
確
に
示
さ
れ
た
。

近
代
日
本
に
お
け
る
一
夫
一
制
の
発
展

夫
婦
の
役
割
関
係
は
、

— ノ‘ す
な
わ
ち
「
庶
子
」

「
近
代
的
」

は
父
家

一
夫
一
婦
制

イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
に
は
「
君
臣
」
に
倣

っ
て
「
上
下
尊
卑
」
の
関
係
と
さ
れ
、
個
人
的
人
間
的
情
愛
を
禁
止
さ
れ
た
形
式
的
固
定
的
結
合
と
し
て
律
せ
ら
れ
た
の
で
あ
る
（
「
戸
[

ニ
四
頁
ー
「
夫
は
本
婦
は
末
で
あ
り
、
従
っ
て
夫
は
尊
婦
は
紐
l

で
あ
る
。
婦
は
夫
を
天
と
し
…
…
夫
を
余
所
に
し
て
自
分
の
幸
も
な
く
自
)
°
具
体
的
に
は
、
女
性
は

分
の
名
誉
も
な
い
」
と
は
、
第
二
次
大
戦
中
の
文
部
省
の
「
家
教
育
指
導
叢
書
」
の
文
で
あ
る
ー
磯
野
「
家
族
制
度
」
一

0
三
頁
以
下

例
外
と
し
て
、
、
入
夫
婚
姻
、
婿
養
子
縁
組
の
場
合
は
、
夫
が
妻
の
家
に
入
る

婚
姻
に
よ
っ
て
夫
家
に
入
り
、
戸
主
権
・
夫
権
に
服
し
、
夫
家
の
氏
を
称
し
（
が
夫
権
は
固
よ
り
成
立
、
入
夫
婚
姻
の
旨
の
附
記
な
き
婚
姻
届
が
受
理
さ

辻
狂
舘
廷
研
這
頃
齢
紐
論
噂
）
、
満
二

0
歳
以
上
で
も
「
無
能
力
者
」
と
な
っ
て
一
定
の
財
産
行
為
に
夫
の
許
可
を
要
し
た
（
疇
口
坪
m

這
1
畜
唸
庫
竺
）
。
と
く
に
、
他
の
家
族
員
が
特
有
財
産
を
自
由
に
使
用
収
益
で
き
た
に
対
し
、
妻
の
特
有
財
産
は
夫
に
管
理
・
用
益
さ

れ
た
点
に
、
夫
婦
不
平
等
は
著
し
い
（
頃
儘
直
坪
5
ユ
麺
以
下
）
。
法
定
離
婚
原
因
に
つ
い
て
も
そ
う
で
あ
っ
た
（
い
恥
廷
}
嘩
吟
譴
喧
瓦
渾
配
絋
疇
暉

翌
闘
止
濃
9
鰤
釈
犀
欧
妥
戸
詮
累
籠
藷
疇
虹
遠
如
義
濃
遠
塩
氾
心
沿
）
。

か
く
て
、
明
治
民
法
の
一
夫
一
婦
制
に
お
け
る
夫
婦
関
係
は
「
上
下
尊
界
」
の
封
建
的
身
分
原
理
に
立
ち
、
妻
に
は
夫
権
・
戸
主
権
に

服
す
る
義
務
だ
け
が
規
定
さ
れ
て
い
た
と
い
っ
て
過
言
で
は
な
い
（
達
環
這
戸
細

m讀
彗
輯
四
鯰
吠
聾
認
認
氏
還
撃
釦
紬
駅
該
鱈
翠
鵡
豫
5
豆
紅
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x
 

近
代
日
本
に
お
け
る
一
夫
一
制
の
発
展

れ
る
こ
と
さ
え
生
)
°
妻
の
人
格
的
自
由
は
強
力
な
夫
権
に
吸
収
さ
れ
、
「
夫
の
私
有
物
」
と
み
ら
れ
た
と
い
っ
て
も
よ
い
で
あ
ろ
う
。

じ
た
の
で
あ
る

第
三
に
、
婚
姻
結
合
の
原
理

要
す
る
に
、
こ
こ
で
は
夫
に
よ
る
妻
の
全
面
的
な
支
配
の
原
理
が
働
い
て
い
た
と
い
え
る
。
妻
に
対
す
る
夫
の
支
配
権
は
絶
対
的
な
も

の
で
あ
っ
た
か
？
夫
権
も
ま
た
「
家
」
統
制
原
理
に
制
約
さ
れ
た
か
？

権
は
、
女
戸
主
（
妻
）
の
も
つ
居
所
指
定
権
を
制
限
し
た
し
、
女
戸
主
の
隠
居
も
入
夫
の
夫
権
に
よ
っ
て
阻
止
さ
れ
た
か
ら
、

は
絶
対
的
で
あ
っ
た
と
み
え
る
が
、
そ
れ
は
、
あ
く
迄
、
女
戸
主
の
も
つ
戸
主
権
の
行
使
に
優
位
し
た
だ
け
で
あ
り
、
明
治
民
法
の
「
家

」
が
父
系
の

「
家
」
を
本
義
と
し
た
以
上
、

な
い
。
親
権
同
称
に
夫
権
も
、

だ
が
何
れ
に
せ
よ
、

x
 

x
 

女
戸
主
の
下
に
入
夫
し
た
夫
の
、
夫
権
に
も
と
づ
く
居
所
指
定

一
見
、
夫
権

夫
権
の
行
使
も
「
家
」
制
度
に
矛
盾
し
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
を
否
定
す
る
も
の
で
は

家
統
制
原
理
（
琴
岬
畑
撃
配
戸
）
と
矛
盾
し
え
な
か
っ
た
の
で
あ
る
（
遭
四
字
年
戸
麟
撃
圭
町
さ
f
願
い
f
)
。

か
く
も
強
力
な
夫
権
の
妻
へ
の
支
配
は
、
妻
の
貞
操
価
値
に
つ
い
て
の
全
く
一
方
的
な
独
占
的
支
配
で
あ
り
、
妻

と
姦
通
し
た
男
は
夫
の
有
す
る
夫
権
の
侵
害
者
と
み
ら
れ
た
（
頑
釦
転
詞
頭
頑
鱈
一
⑭
店
謡
罪
韮
暉
↑
芦
岬
与
『
―
双
）
。

他
方
、
妻
は
、
如
何
な
る
意
味
に
お
い
て
で
も
夫
の
貞
操
価
値
に
対
す
る
独
占
的
支
配
を
な
し
え
な
い
と
さ
れ
て
い
た
。
民
法
が
実
質

的
に
一
夫
多
妻
を
容
認
し
て
い
る
以
上
、
貞
操
権
の
不
平
等
は
当
然
に
現
わ
れ
る
問
題
で
あ
る
が
、
単
に
民
事
上
の
不
乎
等
に
終
ら
ず
、

妻
の
姦
通
が
犯
罪
と
さ
れ
る
に
対
し
、
夫
の
姦
通
は
違
法
性
が
な
く
、

し
か
も
夫
が
婚
姻
外
で
生
ん
だ
私
生
子
は
、
夫
が
認
知
し
な
け
れ

ば
母
方
の
引
取
と
な
り
、
そ
の
結
果
と
し
て
生
じ
る
堕
胎
．
捨
子
な
ど
の
行
為
は
女
の
犯
罪
と
な
る
。
か
く
て
、
夫
の
姦
通
権
は
、
窮
極

的
に
は
天
皇
制
家
父
長
制
支
配
体
制
の
故
に
、
直
接
に
は
民
法
。
刑
法
に
よ
り
「
公
認
」
さ
れ
て
い
た
と
い
っ
て
よ
く
、
こ
れ
を
前
提
と

す
る
「
上
下
尊
界
」
↑
ツ
「
家
」
的
身
分
制
原
理
で
婚
姻
結
合
が
維
持
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。

六
四
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(8) (7) 
註
⑱

「
近
代
的
」

六
五

一
夫
一
婦
制
の
三
要
件
の
実
現
以
前
の
、
専
ら
「
家
」
的
統
制

原
理
に
制
約
さ
れ
た
封
建
的
身
分
制
的
性
格
と
み
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
こ
の
、
全
く
外
観
上
の
一
夫
一
婦
主
義
に
す
ぎ
な
い
明
治
一
夫
一

「
家
」
制
度
が
次
第
に
事
実
上
解
体
し
て
い
く
過
程
で
、
封
建
的
な
諸
制
約
を
弛
緩
さ
せ
、
内
在
す
る
社
会
的
矛
盾
を
拡
大
化

「
臣
下
に
二
君
無
く
、
君
上
に
庶
臣
有
り
、
婦
は
二
夫
に
事
へ
ず
、
夫
に
妻
妾
有
る
ぺ
し
…
…
尊
き
者
は
必
ず
一
に
し
て
卑
し
き
者
は
二
三
有
り
、
此
れ
天
地
自
然
の

理
な
り
」
（
三
宅
尚
斎
「
黙
識
録
」
ー
家
永
「
前
掲
書
」
一
ー
ニ
頁
）
。
も
つ
と
も
、
徳
川
武
家
社
会
で
は
、
＇
「
衆
女
あ
る
も
一
理
」
と
は
い
い
な
が
ら
、
妻
と
妾
の
問
に

上
下
の
格
差
を
設
け
る
ぺ
き
こ
と
が
、
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
と
し
て
主
張
さ
れ
た
。
た
と
え
ば
、
荻
生
祖
来
は
「
妾
と
云
者
は
無
く
て
叶
は
ざ
る
物
也
、
当
時
は
妾
を
ば
隠

し
者
の
様
に
仕
る
。
…
…
妾
は
婚
礼
の
時
よ
り
連
行
く
と
き
は
…
・
,
．
本
妻
は
嫉
妬
も
薄
き
道
理
也
：
…
…
」
（
虹
直
畔
鯰
紐
”
そ
屈
吠

m止
立
麟
）
と
い
い
、
妾
の
地
位
は

妻
よ
り
低
く
す
ぺ
し
と
説
く
（
臼
滋

g
-
）
。
帆
足
万
里
も
同
様
の
教
義
を
立
て
て
い
る
（
戟
讀
認
茫
転
樗
）
C

「
義
は
君
臣
に
し
て
情
は
父
子
」
（
千
代
田
会
編
・
大
正
一
五
年
）
の
全
篇
が
強
調
し
、
「
親
心
は
家
に
対
す
る
敬
の
精
神
で
あ
り
無
限
の
和
で
あ
り
、
す
な
わ
ち
親

（
孟
子
が
父
子
有
レ
棗
と
い
う
場
合
の
）
具
＂
で
あ
る
」
（
盆
翡
応
翻
澁
積
恥
」
）
と
い
わ
れ
た
よ
う
に
、
父
子
関
係
は
「
義
」
（
父
の
権
威
）
を
傷
つ
け
な
い
限

り
で
の
み
、
「
情
」
「
親
」
自
体
で
も
あ
り
え
た
が
、
「
父
の
権
威
は
制
度
的
に
基
礎
づ
け
ら
れ
て
い
た
の
で
絶
対
的
だ
っ
た
に
反
し
、
妻
に
対
す
る
夫
の
権
威
は
個
人

的
に
基
礎
づ
け
ら
れ
た
権
威
の
要
素
を
含
み
、
夫
と
妻
と
で
は
権
力
の
逆
転
が
あ
り
え
た
」

(g羊
↑
呻
吟
唸
）
。

「
幼
学
網
要
」
の
出
た
明
治
一
五
年
に
、
父
母
の
意
に
沿
わ
ぬ
と
い
う
理
由
で
妻
を
二
人
も
離
別
し
た
農
民
が
、
孝
子
の
模
範
と
し
て
緑
綬
褒
賞
を
授
け
ら
れ
た
（
家

永
「
前
掲
」
―
-
＝
二
頁
よ
り
）
。
こ
う
し
た
「
親
子
関
係
」
の
絶
対
視
は
、
「
夫
婦
兄
弟
姉
妹
間
に
は
、
互
に
求
む
る
所
の
も
の
や
不
純
の
考
も
起
り
う
る
が
、
親
子
の

間
に
は
、
互
に
求
む
る
も
の
も
な
く
誠
そ
の
も
の
が
現
れ
、
•
…
ッ
．
親
子
本
位
の
日
本
の
家
族
こ
そ
天
地
の
大
道
、
誠
が
発
揮
さ
れ
る
…
…
」
（
小
西
「
前
掲
」
四
八
頁
）

の
よ
う
に
も
説
か
れ
た
。

明
治
一
夫
一
婦
制
の
存
立
甚
礎
の
解
体

明
治
＿
夫
一
婦
制
の
存
立
基
礎

r_クー（
 
社
会
制
度
は
、
こ
れ
を
基
礎
づ
け
る
一
定
の
物
的
構
造
が
解
体
す
る
に
つ
れ
て
、
そ
の
社
会
統
制
作
用
を
失
っ
て
い
く
こ
と
、
た
と
え

近
代
日
本
に
お
け
る
一
夫
一
制
の
発
展

し
つ
つ
、
特
殊
1
1
日
本
的
「
近
代
化
」
過
程
を
歩
む
こ
と
に
な
る
。

婦
制
は
、
以
上
の
、
明
治
民
法
の
一
夫
一
婦
制
の
基
本
的
性
格
は
、
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の
普
及
に
対
処
す
る
こ
と
を
困
難
に
し
た
た
め
、

一
層
の
窮
迫
の
状
態
に
追
い
や
ら
れ
た
。

近
代
日
本
に
お
け
る
一
夫
一
制
の
発
展

に
統
制
す
る
こ
と
に
な
っ
た
か
を
実
証
的
に
考
察
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
し
、

被
支
配
層
で
あ
る
農
・
工
業
従
事
者
の
「
家
」
と
を
分
類
す
べ
き
で
あ
ろ
う
が
、
こ
こ
で
は
、

解
体
現
象
に
限
定
し
て
考
察
し
よ
う
。
そ
の
場
合
、
現
実
の
、
民
衆
の
「
家
」
の
存
立
基
礎
の
解
体
は
、

六
六

394 

国
家
法
が
そ
の
制
度
を
法
的
に
定
立
。
保
護
し
て
い
る
場
合
で
も
、
制
度
的
機
能
の
喪
失
を
阻
止
し
え
な
い
こ
と
に
つ
い
て
は
前
述
し
た
。

明
治
二

0
年
代
以
降
、
武
家
型
「
家
」
制
度
に
再
編
・
強
化
さ
れ
た
、
民
法
の
家
族
制
度
は
「
死
産
児
」
で
あ
り
「
法
的
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
」

だ
と
い
わ
れ
る
が
（
註
噴
↑
ヱ
鵡
遠
痴
記
声
区
炉
↑
旺
潅
認
詑
翌
匹
霜
峠
5
5戸
琴

5
釦
町
鮮
虹
漏
ぬ
嫌
g
」
「
転
疇
轡
釦
瓢
亨
字
類
茫
畔
i
)

、
三
〇

年
頃
に
は
、
農
・
工
業
に
お
け
る
資
本
制
生
産
諸
関
係
を
、
家
父
長
制
シ
ス
テ
ム
と
し
て
規
制
し
よ
う
と
す
る
産
業
政
策
と
イ
デ
オ
ロ
ギ

ー
政
策
は
、
明
治
家
族
制
度
に
一
応
の
社
会
的
基
礎
を
与
え
る
こ
と
が
で
き
た
と
い
っ
て
も
よ
い
で
あ
ろ
う
。
そ
の
場
合
、
わ
れ
わ
れ
は
、

イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
と
し
て
の
家
族
制
度
が
如
何
に
強
化
さ
れ
た
か
、
そ
し
て
具
体
的
な
民
衆
の
家
族
的
人
問
関
係
を
、

ど
の
よ
う
に
具
体
的

ま
た
旧
武
士
層
・
地
主
層
な
ど
の
支
配
階
層
の
「
家
」
と

一
般
庶
民
の
「
家
」
の
存
立
基
礎
、
そ
の

一
夫
一
婦
婚
に
対
す
る
「
家
」

的
統
制
の
事
実
上
の
解
体
を
意
味
し
、
｀
明
治
一
夫
一
婦
制
の
「
近
代
化
」
の
可
能
性
が
具
体
化
す
る
こ
と
に
な
る
。

当
時
の
主
産
業
で
あ
っ
た
自
営
農
業
は
、
徳
川
末
期
に
お
い
て
は
・
苛
酷
な
貢
納
・
助
郷
な
ど
多
様
な
賦
役
、
土
地
永
代
売
買
禁
止
、

離
郷
抑
止
な
ど
の
た
め
に
家
計
の
極
度
の
窮
乏
を
き
た
し
、
更
に
徴
税
加
重
・
商
業
資
本
の
侵
入
は
、
農
村
生
活
者
の
家
計
を
破
減
的
に

し
た
。
明
治
初
年
以
後
も
、

一
般
農
業
者
は
、
金
納
租
税
・
間
接
税
の
新
設
、
物
価
騰
貴
、
凶
作
の
発
生
な
ど
の
悪
条
件
が
、
貨
幣
経
済

地
主
に
つ
い
て
は
、
藤
村
が
当
時
の
零
細
自
主
農
の
生
活
様
式
に
つ
い
て
回
想
し
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、
地
租
改
正

以
後
の
租
税
負
担
の
減
少
と
工
業
労
働
者
の
食
糧
需
要
の
増
大
の
た
め
に
自
主
耕
作
が
有
利
と
な
り
、
地
主
手
作
経
営
が
存
置
せ
し
め
ら

X 
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間
関
係
を
擬
制
的
親
子
関
係
と
し
て
確
立
す
る
と
い
う
、
重
要
な
社
会
統
制
作
用
を
果
す
も
の
で
あ
っ
た
。

民
法
の
一
夫
一
婦
制
の
封
建
的
性
格
は
、
こ
の
「
家
」
制
度
の
再
編
・
強
化
の
た
め
に
必
然
的
に
要
求
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
現
実
に
、

家
族
員
の
婚
姻
の
自
由
（
砂
記
野
比
i

二
『
配
紐
這
5
)
が
戸
主
の
同
意
権
に
留
保
さ
れ
た
こ
と
は
、
或
い
は
法
定
家
督
相
続
人
の
婚
姻
に
よ

る
去
家
を
禁
じ
る
な
ど
婚
姻
自
由
の
「
家
」
的
統
制
が
な
さ
れ
た
こ
と
は
、
家
父
を
生
産
力
の
中
心
と
す
る
零
細
な
耕
作
農
民
・
商
工
業

者
の
家
族
団
体
を
し
て
、
家
族
員
の
離
散
を
阻
止
し
、
そ
の
「
零
細
」
性
を
保
持
さ
せ
つ
つ
家
計
補
助
労
働
者
の
重
要
な
供
給
源
た
る
こ

近
代
日
本
に
お
け
る
1

夫
一
制
の
発
展

た
農
工
業
に
お
い
て
、
地
主
1
1
小
作
人
、
本
家
1
1
分
家
1
1
又
分
家
、

六
七

マ
ニ
ュ
資
本
家
1
1
賃
労
働
者
、
家
内
工
業
経
営
者
1
1
徒
弟
な
ど
の
人

れ
て
い
た
が
、
二

0
年
代
に
は
資
本
制
生
産
の
発
達
に
伴
う
農
工
分
離
↓
副
業
の
発
展
の
結
果
、
①
手
作
経
営
を
一
部
に
残
し
つ
つ
、
②

（九）

或
い
は
中
小
企
業
を
附
帯
し
た
形
で
、
⑧
或
い
は
危
大
な
営
利
貸
的
性
格
を
帯
び
つ
つ
「
寄
生
地
主
」
に
転
化
し
て
い
っ
た
。
他
方
、
零

細
手
労
働
農
業
経
営
も
行
わ
れ
て
い
た
が
、
水
田
農
業
経
営
方
式
と
季
節
的
集
中
労
働
に
依
存
し
た
か
ら
、
家
父
に
よ
る
労
慟
統
制
を
通

し
て
家
族
主
義
が
行
わ
れ
、
こ
れ
も
、
次
第
に
農
工
分
離
↓
工
業
で
の
家
計
補
助
労
働
者
の
需
要
増
大
に
伴
い
、
過
剰
労
働
力
を
工
業
に

従
事
さ
せ
る
こ
と
に
な
っ
た
（
頬
暉
応
寧
土
畔
匹
翫
｝
呵

Ii譴茫
」
二
琴
湿
咤
ユ
。
民
法
制
定
の
明
治
三
一
年
頃
に
は
、
す
で
に
寄
生
地
主
制

が
広
汎
に
成
立
し
、
旧
作
男
な
ど
を
母
胎
と
す
る
「
小
作
人
」
層
と
寄
生
地
主
と
の
対
立
関
係
は
、
半
封
建
的
産
業
構
造
に
立
脚
し
た
明

治
政
府
の
指
導
者
達
に
と
っ
て
「
脅
威
」
で
あ
っ
た
か
ら
、
国
家
的
規
模
に
お
い
て
家
族
制
度
を
再
編
・
確
保
す
る
必
要
が
痛
感
さ
れ
て

い
た
（
翠
寓
正
嘘
臣
）
。
零
細
手
労
働
経
営
者
の
場
合
に
も
、
各
農
家
を
家
父
長
制
家
族
集
団
と
し
て
確
立
し
、
こ
れ
を
単
位
と
し
て
相

互
扶
助
中
心
の
同
族
集
団
を
確
保
す
る
こ
と
は
、
「
兼
業
」
（
醗
謡
疇
澁
贔
闘
）
の
発
達
や
過
剰
労
働
力
の
工
業
へ
の
転
化
（
好
鰐
闘

蝠
B
尉
註
遠
心
呻
吟
閲
）
に
よ
る
家
族
解
体
を
阻
止
す
る
上
で
、
絶
対
に
必
要
で
あ
っ
た
。
民
法
の
「
家
」
制
度
の
制
定
は
、
す
べ
て
の

階
層
を
通
じ
て
、
家
父
長
制
家
族
主
義
の
再
編
成
を
な
そ
う
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
が
、
と
く
に
、
そ
れ
は
半
封
建
的
発
展
段
階
に
あ
っ

395 



2
 

明
治
一
夫
一
婦
制
は
、
全
く
形
式
的
に
も
不
完
全
で
は
あ
っ
た
が
「
当
事
者
の
自
由
な
婚
姻
意
思
の
合
致
」
を
婚
姻
の
有
効
要
件
と
し

註
⑨

明
治
一
夫
一
婦
制
の
存
立
基
礎
の
解
体

と
を
保
障
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

近
代
日
本
に
お
け
る
一
夫
一
制
の
発
展

妾
・
娼
妓
・
売
淫
婦
な
ど
の
主
要
な
供
給
源
で
あ
っ
た
隷
農
や
貧
農
の

に
お
い
て
、
「
戸
主

の
命
令
」
に
よ
っ
て
子
は
膜
々
、
こ
の
よ
う
な
反
一
夫
一
婦
的
職
業
に
ー
「
家
」
の
た
め
と
説
得
さ
れ
て
ー
就
い
た
戸
戸
疇
『
蝉
瑾
笠
』
転

澁勁
5
転
町
嗜
濯
）
の
で
あ
り
、
そ
こ
で
は
零
細
な
農
民
の
「
家
」
の
子
女
が
、
進
ん
で
「
家
」
の
た
め
に
一
夫
一
婦
婚
を
放
棄
せ
ざ

る
を
え
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
い
い
か
え
れ
ば
、

「
家
」
制
度
は
、
婚
姻
を
超
越
し
た
規
範
的
価
値
を
承
認
さ
れ
て
い
た
た
め
に
、

一
婦
制
を
封
建
的
な
も
の
に
性
格
づ
け
た
だ
け
で
な
く
、
下
層
女
子
を
一
夫
一
婦
制
か
ら
し
め
出
す
も
の
と
し
て
も
作
用
し
た
と
い
え
る

の
で
あ
っ
た
。
し
か
も
、
こ
れ
ら
下
層
農
や
半
封
建
的
中
小
企
業
家
族
か
ら
供
給
さ
れ
る
、
家
計
補
助
的
「
女
エ
」
群
は
、

め
に
と
説
得
さ
れ
て
半
強
制
的
に
、
前
近
代
的
な
募
集
方
法
・
労
働
条
件
に
よ
り
就
労
し
た
の
で
あ
り
、
こ
の
女
エ
哀
史
的
産
業
構
造
の

搾
取
下
で
、
売
淫
婦
・
娼
妓
に
転
落
す
る
者
は
非
常
に
多
か
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
（
号
麟
繹
」
「
芦
記
和
誌
認
暉

”U手ギ
酎
詰
直
）
。

か
く
て
、
明
治
一
夫
一
婦
制
の
封
建
的
性
格
の
社
会
的
基
礎
は
、
結
局
、
半
封
建
的
な
農
工
業
の
資
本
制
生
産
の
下
で
創
出
さ
れ
た
、

「
家
」
制
度
的
社
会
構
造
そ
の
も
の
で
あ
り

「
家
」
の
た

そ
こ
で
の
女
性
の
劣
悪
な
社
会
的
地
位
ー
人
格
・
労
慟
力
に
対
す
る
半
封
建
的
圧
制
ー
は
、

婚
姻
結
合
に
お
け
る
隷
従
的
地
位
に
対
応
し
て
い
た
と
み
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
な
、
従
来
の
地
主
手
作
経
営
の
変
貌
形
態
（
寄
生
地
主
化
）
の
把
握
の
仕
方
に
つ
い
て
は
、
玉
城
肇
「
近
代
日
本
に
お
け
る
家
族
構
造
」
二
五
四
頁
以
下
に

拠
っ
た
。
藤
村
の
少
年
期
の
家
は
、
恐
ら
く
①
の
形
態
で
は
な
か
っ
た
か
と
推
測
さ
れ
る
。
「
生
ひ
立
ち
の
記
」
の
一
節
に
「
生
活
二
要
ス
ル
物
ハ
大
概
ハ
手
作
リ
ニ

シ
マ
シ
ク
。
野
菜
ヲ
貯
へ
果
実
ヲ
貯
ヘ
ル
コ
ト
ナ
ド
ハ
、
殆
ン
ド
年
中
行
事
ノ
ヤ
ウ
一
ー
ナ
ッ
テ
イ
マ
シ
ク
。
母
ハ
、
若
イ
艘
ヲ
相
手
ニ
シ
テ
木
梨
/
汁
ナ
ド
デ
糸
ヲ
染

メ
マ
ッ
ク
。
茶
モ
家
デ
造
リ
マ
シ
ク
。
椿
ノ
実
カ
ラ
油
ヲ
絞
リ
マ
シ
ク
。
私
ハ
、
母
ヤ
艘
ノ
織
ッ
ク
着
物
ヲ
着
、
下
男
ノ
造
ッ
ク
草
履
ヲ
ハ
イ
テ
少
年
ノ
時
ヲ
送
ッ
ク

ノ
デ
ス
」
|
中
小
地
主
は
完
全
自
給
自
足
生
活
を
維
持
し
た
よ
う
で
あ
る
。

「家」
六
八

一
夫
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基
礎
を
解
体
す
る
に
つ
れ
て
、

婚
姻
家
族
の
創
出
ー
家
長
権
の
事
実
上
の
弱
体
化
、

「
親
子
」

六
九

「
主
従
」
の
関
係
と
し
て
倫
理
化
す
る
こ
と
に
よ

一
般
労

誡
算
廷
翠
竺
）
、
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
僅
か
に
「
近
代
的
」

民
事
契
約
論
に
立
脚
す
る
限
り
、
主
体
的
個
人
た
る
男
女
当
事
者
の
婚
姻
意
思
の
合
致
は
当
然
に
必
要
」
と
、
)
0

こ
の
「
窓
口
」
を
重
視
さ
れ
る
I
「
民
法
制
定
以
後
の
婚
姻
」
（
家
族
問
題
と
家
族
法
I
)
二
四
八
頁
以
下

に
、
基
本
的
に
は
資
本
制
生
産
の
発
達
に
伴
う
半
封
建
的
社
会
体
制
の
分
解
、

:j星
野
教
授
は
、
「
明
治
民
法

一
夫
一
婦
婚
の
承
認
へ
の
窓
口
を
ひ
ら
い
て
し

t
（
が
基
本
精
神
に
お
い
て
婚
姻

明
治
一
夫
一
婦
制
は
、

直
接
的
に
は
、

こ
の
唯
一
の
窓
口
の
故

そ
の
結
果
と
し
て
の
大
家
族
制
の
分
解
と

「
個
人
」
の
社
会
的
出
現
・
婦
人
の
社
会
的
地
位
の
向
上
ー
に
よ
っ
て
、
そ
の
存
立

「
近
代
的
」
な
側
面
と
「
封
建
的
」
側
面
の
分
化
と
い
う
矛
盾
を
露
呈
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

半
農
奴
的
零
細
耕
作
者
層
と
零
細
商
工
業
者
、
そ
こ
で
の
家
父
長
制
的
労
働
秩
序
の
上
に
、
明
治
政
府
は
金
融
・
交
通
・
諸
産
業
に
対

す
る
保
護
政
策
を
と
り
、
二

0
年
代
後
半
に
日
本
の
資
本
主
義
は
跛
行
的
な
が
ら
飛
躍
的
発
展
を
み
せ
、
第
一
次
大
戦
後
に
は
早
く
も
金

融
資
本
独
占
の
形
態
を
と
る
に
い
た
っ
た
。
封
建
大
名
や
公
卿
・
一
部
士
族
は
、
前
代
か
ら
の
富
豪
・
地
主
層
と
共
に
資
本
家
と
し
て
成

長
し
、
か
つ
て
の
貧
農
や
没
落
士
族
を
母
胎
と
す
る
被
支
配
大
衆
の
「
家
」
は
、
低
廉
な
労
働
力
の
無
限
の
供
給
源
と
な
っ
た
。

慟
大
衆
に
お
け
る
「
家
」
の
解
体
が
こ
こ
に
進
行
す
る
。
資
本
制
生
産
が
進
み
、
賃
労
働
者
の
需
要
が
増
大
し
、
他
方
で
「
家
計
補
助
ノ

ク
メ
ニ
」
「
半
封
建
的
」
労
働
力
を
低
廉
で
も
供
給
し
よ
う
と
す
る
民
衆
は
農
漁
民
層
の
分
解
の
深
化
（
｝
四
年
に
直
虹
砂
扉
桁
眠
野
5
釘
虹
暉

砥
江
]
弁
翡
翡
f
と
い
這
誼
麟
碑
騎
船
い
出
謬
」
）
を
通
じ
て
増
加
す
る
。
今
や
、
「
家
」
は
封
鎖
的
な
生
産
単
位
と
し
て
と
ど
ま

る
こ
と
が
で
き
ず
、
家
族
員
は
賃
労
働
者
と
し
て
家
長
の
労
働
統
制
外
で
社
会
的
生
産
に
従
事
し
、
「
家
」
的
役
割
ツ
ス
テ
ム
を
意
味
し

た
家
父
長
制
家
族
関
係
も
、
農
村
の
余
剰
労
働
力
の
都
市
工
場
へ
の
集
中
・
家
内
工
業
の
後
退
・
家
事
の
社
会
化
の
た
め
に
、
前
近
代
的

な
男
女
分
業
形
態
が
変
化
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
矛
盾
を
露
呈
せ
ざ
る
を
え
な
い
。
だ
か
ら
こ
そ
逆
に
、
天
皇
制
支
配
権
力
は
、
労
働
者
と

給
源
た
る
「
家
」
と
を
、
或
い
は
労
働
者
と
企
業
経
営
者
（
傭
主
）
と
を
、

っ
て
、
旧
来
の
村
落
共
同
体
秩
序
、
そ
の
単
位
た
る
農
漁
村
の
「
家
」
制
度
の
解
体
を
阻
止
し
、
労
働
者
の
「
権
利
」
意
識
の
自
覚
を
抑

近
代
日
本
に
お
け
る
一
夫
一
制
の
発
展
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註
叫

対
立
と
い
う
問
題
と
、

よ
り
は
高
か
っ
た
こ
と
を
示
し
、

近
代
日
本
に
お
け
る
一
夫
一
制
の
発
展

婚
姻

(
1
0
)
 

制
し
て
天
皇
制
家
族
国
家
体
制
の
堅
持
に
努
め
た
の
で
あ
っ
た
。
け
れ
ど
も
、
男
女
労
働
力
の
動
員
は
、
戸
主
権
・
夫
権
の
拘
束
力
（
な
ど

翻
呻
咤
闘
讐
麟
）
を
排
除
し
て
こ
そ
確
保
で
き
る
の
で
あ
り
、
「
家
の
た
め
に
」
と
い
う
「
家
」
的
統
制
に
服
す

る
つ
も
り
で
就
労
し
た
と
は
い
え
、

「
家
」
意
識
を
破
っ
て
「
個
人
」
の
自
覚
を
生
じ
る
機
会
と
な
っ
た
の
で
あ
っ
た
。

の
封
建
的
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
戸
主
の
同
意
を
無
視
し
て
男
女
が
契
約
的
に
婚
姻
す
る
傾
向
を
生
じ
、

の
例
と
し
て
、

「
恋
愛
至
上
主
義
」
も
叫
ぱ
れ
、
互
い
に
協
力
し
て
夫
婦
生
活
を
築
く
と
い
う
、

な
っ
て
き
た
（
呻
麒
）
。
農
山
漁
村
か
ら
供
給
さ
れ
た
低
廉
な
女
子
労
働
力
は
、
貧
窮
家
庭
の
出
身
の
た
め
に
都
市
の
女
学
生
よ
り
体
格

は
劣
っ
て
い
た
が
、
劣
悪
な
労
働
条
件
で
、
未
婚
女
子
は
原
則
的
に
、
都
市
の
工
場
・
事
務
室
に
就
労
し
、
既
婚
女
子
は
都
市
に
出
る
者

(

-

―

)

 

が
少
か
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
、
女
子
労
働
者
の
多
く
が
、
都
会
に
お
い
て
「
近
代
的
」

「
家
」
か
ら
の
婦
人
の
解
放
に
つ
い
て
積
極
的
意
味
を
も
つ
が
、

「
近
代
的
」

一
夫
一
婦
制
の
内
在
的
矛
盾
の
一
た
る
、
女
子
の
貞
操
の
商
品
価
値
化
と
い
う
問
題
と
、
こ
の
「
封

建
的
」
及
び
「
近
代
的
」
矛
盾
の
問
題
を
二
重
に
提
起
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
っ
た
。

拙
著
「
市
民
の
た
め
の
法
律
学
」
二
三
九
頁
以
下
参
照
。
明
治
資
本
主
義
の
発
達
の
下
で
農
村
の
「
家
」
が
次
第
に
分
解
し
、
旧
来
の
村
落
共
同
体
秩
序
（
と
く
に
こ

れ
を
社
会
的
に
規
制
し
た
同
族
結
合
）
の
弛
緩
過
程
で
、
小
家
族
と
「
個
人
」
が
出
現
し
た
こ
と
を
、
過
大
に
強
調
し
て
は
な
ら
な
い
。
と
く
に
家
計
補
助
的
労
働
力

の
給
源
と
し
て
機
能
し
（
暉

E
3冷
g碑
這8
f
:
9
』5
5鯰m虻
全
』
心
〗
だ
）
、
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
封
建
的
な
家
族
主
義
の
維
持
と
な
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
た
だ
、
基
本

方
向
と
し
て
、
「
家
」
制
度
の
解
体
は
決
定
的
で
あ
っ
た
か
ら
そ
の
意
味
で
、
明
治
以
後
の
天
皇
制
政
府
は
、
「
家
」
の
再
耀
に
努
め
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

し
か
も
、
こ
こ
で
企
図
さ
れ
た
「
家
」
は
、
徳
川
封
建
制
下
の
共
同
体
経
済
の
部
分
的
秩
序
と
し
て
の
「
家
」
で
な
く
、
半
封
建
的
資
本
制
軍
国
国
家
の
単
位
た
る

「
家
」
を
意
味
し
た
。
従
っ
て
、
支
配
者
と
し
て
は
、
具
体
的
に
は
、
ま
だ
、
共
同
体
か
ら
完
全
に
解
放
さ
れ
て
い
な
い
農
村
の
「
家
」
を
、
戸
主
中
心
の
独
立
し
た

単
位
と
し
て
、
且
つ
、
「
武
家
型
」
的
に
編
成
し
た
の
で
あ
っ
た
（
だ
か
ら
、
明
治
民
法
で
は
「
村
」
は
、
行
政
区
に
す
ぎ
な
い
）
。

こ
の
よ
う
な
、
新
し
い
、
半
封
建
的
「
家
」
制
度
が
農
村
だ
け
で
な
く
、
紡
績
業
そ
の
他
の
都
市
工
業
か
ら
、
国
家
体
制
全
体
の
編
成
に
も
必
要
と
さ
れ
て
い
た
こ
と
、

多
く
の
労
働
者
が

「
自
由
結
婚
」
と
「
家
」
制
度
と
の

一
夫
一
婦
制
を
結
ぶ
可
能
性
の
、
農
村
に
お
け
る

「
近
代
的
」
婚
姻
行
動
様
式
が
有
力
に

七
〇

一
夫
一
婦
制
度

「
愛
情
」
に
よ
る
婚
姻
の
肯
定
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る
よ
う
な
契
約
主
義
的
婚
姻
制
度
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
機
能
に
比
べ
る
べ
く
も
な
か
っ
た
が
、

農
漁
民
層
の
分
解
を
通
じ
、

ま
た
都
市
の
産
業
労
働
者
層
の
生
成
を
通
じ
、
大
家
族
制
は
解
体
し
て
「
婚
姻
家
族
」
が
生
成
せ
し
め
ら
れ
た
（
広
嘔
郎
〗
暉
:
蝕
四
匹
〗

5ロ

し
て
き
た
か
（
平
均
四
•
五
—
六
·
O人
）
、
農
漁
村
に
つ
い
て
も
、
同
じ
傾
向
が
あ
る
こ
と
は
、
す
で
に
、
家
族
周
期
に
つ
い
て
の
小
山
教
授
の
一
連
の

)
0「
家
ご
は
次

実
証
的
研
究
報
告
が
あ
り
（
社
会
学
大
系
「
家
族
」
所
収
）
、
ま
た
、
戸
田
「
家
族
の
研
究
」
「
家
族
構
成
」
の
名
著
か
ら
も
、
明
ら
か
な
と
こ
ろ
で
あ
る
。

第
に
生
産
の
単
位
で
な
く
な
り
、
代
っ
て
「
個
人
」
が
社
会
的
独
立
を
か
ち
と
り
、
個
我
を
基
調
と
す
る
主
体
的
な
行
動
様
式
が
育
成
さ

や
、
都
市
労
働
者
間
で
実
践
さ
れ
成
功
し
た
例
も
あ
り
、

に
そ
う
で
あ
り
、

と
く
に
、
農
村
や
プ
ル
ジ
コ
ア
上
層
階
級
の
男
女
が
対
等
に
「
愛
情
」
の
み
に
よ
っ
て
結
ば
れ
よ
う
と
し
て
、

（
ー
ニ
）

の
拘
束
の
た
め
に
悲
劇
を
招
い
た
事
例
も
少
な
く
な
い
。

（二
1

一）

さ
れ
る
傾
向
に
あ
っ
た
。

れ、

近
代
日
本
に
お
け
る
一
夫
一
制
の
発
展

「
家
」
が
自
己
に
規
制
す
る
「
役
割
」

rノー（
 
大
正
1
1
昭
和
期
を
通
じ
、

(In 

一
夫
一
婦
制
の
単
婚
主
義
的
統
制
作
用
は
「
家
」
制
度
に
制
約
さ
れ
、
近
代
ョ
ー
ロ
ッ
。
＾
市
民
社
会
に
お
け

へ
の
抵
抗
や
反
逆
が
拡
大
化
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
の
「
抵
抗
」
は
、
進
歩
的
知
識
人

判
例
に
よ
る
「
近
代
化
」
過
程
と
そ
の
限
界

七

「
家
」
制
度
下
で
ク
プ
ー
と
さ
れ
て
い
た
恋
愛
感
情
は
、
都
市
社
会
で
は
肯
定

「家」

四
明
治
一
夫
一
婦
制
の
特
殊
1
1
日
本
的
「
近
代
化
」
過
程

そ
の
た
め
の
政
府
の
方
策
の
経
過
に
つ
い
て
、
磯
野
「
家
族
制
度
」
一
云
一

0
頁
以
下
参
照
。

女
子
労
働
者
の
体
格
体
力
の
劣
性
は
、
供
給
源
た
る
農
漁
村
の
「
家
」
の
貧
困
を
意
味
し
、
ま
た
、
農
山
漁
村
で
は
、
娘
て
な
く
母
た
ち
が
過
度
の
労
働
に
従
っ
た
こ

と
は
、
農
山
漁
村
の
労
働
母
性
の
過
労
ー
母
体
の
弱
体
化
の
進
行
を
示
す
。
そ
の
た
め
、
わ
が
国
の
、
死
産
・
乳
幼
児
死
亡
率
は
世
界
最
高
と
な
っ
た
の
で
あ
り
、
大

正
1
1
昭
和
期
を
通
じ
、
婦
人
労
働
問
題
を
め
ぐ
っ
て
婦
人
解
放
運
動
・
労
働
運
動
が
提
起
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
（
高
群
逸
枝
「
日
本
女
性
社
会
史
」
二
四
四
頁
以
下
、

帯
刀
貞
代
「
日
本
の
婦
人
」
七
六
頁
以
下
）
。

現
実
に
は
、

「
家
」
の
重
み
に
屈
し
た
例
も
少
な
く
な
か
っ
た
。
婚
姻
結
合
に
つ
い
て
は
特

399 



近
代
日
本
に
お
け
る
一
夫
一
制
の
発
展

七
二

、
、
、
、
、
、

判
例
は
、
明
治
一
夫
一
婦
制
が
「
家
」
制
度
的
制
約
を
受
け
て
内
在
せ
し
め
て
い
る
、
こ
の
よ
う
な
矛
盾
を
、
法
制
の
枠
内
で
、

る
だ
け
「
前
向
き
」

ノヽA

妾
契
約
の
「
無
効
」
ー
一
夫
一
婦
倫
理
の
保
護

c
 
明
治
民
法
は
形
式
的
に
は
一
夫
一
婦
主
義
を
と
り
、

の
方
向
に
解
決
し
よ
う
と
し
た
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。

の
判
例
で
夫
妾
関
係
の
違
法
性
を
認
め
、

ここ‘
t
t
 事
実
上
の
一
夫
多
妻
は
容
認
し
て
い
た
と
い
え
る
が
、
判
例
は
、
早
く

明
治
三

0
年
―
二
月
四
日
大
審
院
判
決
が
、
「
妾
契
約
は
一
夫
一
婦
倫
理
に
反
し
、
民
法
第
九
〇
違
反
な
り
」
（
鰐
碍
じ
聾

髯
コ
蝉
ゴ
蒻
謬
い
）
と
し
、
四

0
年
に
は
、
「
妾
関
係
断
絶
の
た
め
の
謝
罪
金
支
払
契
約
は
有
効
」
と
し
て
同
精
神
を
確
認
し
た

(m

闘
霞
認
紹
頃
峠
籠
醤
讐
厄
一
⑱
炉
嗜
⑳
躍
翌
酔
矯
）
。
学
者
は
、
判
例
を
整
理
し
て
、
不
倫
な
関
係
の
清
算
に
関

す
る
も
の
が
有
効
で
、
維
持
を
目
的
と
す
る
も
の
が
全
部
無
効
に
な
る
と
評
し
（
鯰
麟
」
「
這
麟

m
m
~
→
転
召
訟
O
O
J
繹1
暉
韮
の
）
、
事
実
、
そ
の
後

一
夫
一
婦
制
の
実
質
的
な
確
立
を
目
指
し
た
判
例
は
実
に
多
い
。
「
妾
契
約
な
る
も
の
は
、

我
民
法
所
定
の
一
夫
一
婦
の
婚
姻
制
度
に
違
背
し
、
公
の
秩
序
善
良
の
風
俗
に
反
す
る
事
項
を
目
的
と
す
る
無
効
の
契
約
に
し
て
、
当

夫
は
多
妻
を
も
ち
え
な
い
と
い
う
だ
け
の
こ
と
で
あ
り
、

で
き

事
者
は
之
に
拘
束
せ
ら
る
べ
き
も
の
に
非
ざ
る
故
に
、
其
一
方
は
相
手
方
に
対
し
何
時
之
を
破
棄
す
る
も
妨
げ
な
く
…
…
（
扶
養
料
給

大
阪
地
判
大
正
一

0
年
二
月
一
九
日
新
聞
一
八
二
三
号
七
頁
以
下
1

世
情
に
暗
い
娘
と
母
親
を
甘
言
で
釣
り
、
終
生
扶

付
義
務
な
ど
一
切
生
じ
な
い
）
…
：
・
」
-
養
し
商
売
も
や
ら
せ
る
と
い
う
条
件
で
妾
契
約
を
結
び

‘
-
0年
間
程
、
夫
婦
同
様
に
暮
し
、
三
人
の
子
も
で
き
た
が
．

諸
麟
和
此
釘
呼
）
と
い
う
、
不
法
原
因
給
付
の
立
論
が
判
例
を
一
貫
し
て
い
る
。
判
例
が
、
妾
契
約
を
民
法
の
一
夫
一
婦
倫
理
に
反
し

て
無
効
だ
と
す
る
こ
と
は
、
法
律
上
公
然
と
、

に
よ
っ
て
不
利
な
地
位
に
立
つ
の
は
、
夫
で
も
妻
で
も
な
く
妾
だ
と
い
う
こ
と
は
少
し
も
勘
案
さ
れ
て
い
な
い
し
、
右
の
大
阪
地
裁
大

正
一

0
年
の
判
決
で
も
、
余
り
に
男
子
（
夫
）
中
心
主
義
に
、
こ
の
「
無
効
」
が
根
拠
づ
け
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
ー
「
妾
契
約
は
法

律
上
、
無
効
な
れ
ば
、
斯
る
契
約
に
基
き
貞
操
を
提
供
せ
る
者
は
、
最
初
よ
り
貞
操
を
蹂
躙
せ
ら
る
る
こ
と
を
予
期
し
承
諾
し
居
り
た

一
体
、
妾
契
約
の
「
無
効
」
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る
者
」
だ
と
、
右
判
決
の
判
旨
は
述
べ
、
民
法
自
体
が
実
質
的
に
は
一
夫
多
妻
を
容
認
し
て
い
る
こ
と
と
、
判
例
の
全
く
形
式
的
且
つ

男
権
中
心
の
「
無
効
」
の
理
論
構
成
と
の
間
に
対
応
関
係
が
み
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

夫
婦
間
に
子
が
な
い
場
合
に
、

う
か
と
い
う
、

欠
陥
が
あ
れ
ば
」

、
、
、
、

正
し
き
妻
だ
っ
た
か
ら
」

で
あ
っ
た
が
、

大
審
院
は
、

夫
に
蓄
妾
の
権
利
が
あ
る
か
否
か
の
事
案
で
は
、

明
治
一
夫
一
婦
制
下
で
は
、

さ
す
が
に
判
例
は
明
確
に
一
夫
一
婦
主
義
を
打
出

男
（
夫
）

東
京
控
判
昭
和
四
年
―
二
月
二
0
日
判
決
法
律
新
聞
1110八
七
号
九
頁
「
婚
姻
を
以
て
、
一
男
一
女
よ
り
成
る
夫
婦
の
共
同
生
活
を
な
す
た
め
の
結
合
と

し
て
い
る
が
す
な
し
、
必
ず
し
も
子
を
得
る
を
目
的
と
せ
ざ
る
我
法
制
に
於
て
は
勿
論
、
現
時
の
社
会
通
念
に
於
て
も
、
単
に
夫
婦
間
に
子
な
き
を
以
て
、
夫
婦
の
一
方

が
…
…
他
の
異
性
と
性
交
を
な
す
こ
）
、
何
れ
に
し
て
も
、

と
を
許
さ
る
可
き
に
あ
ら
ず
…
・
:
」

男
権
中
心
の
立
場
か
ら
の
一
夫
一
婦
倫
理
だ
け
が
問
題
と
さ
れ
、

七

に
多
妻
（
妾
）
を
も
つ
権
利
が
存
す
る
か
ど

「
無
効
」

よ
り
生
ず
る
妾
の
被
害
は
問
題
と
さ
れ
な

、
た
と
え
ば
、
七
年
間
同
棲
し
て
、
精
神
上
肉
体
上
の
損
害
を
う
け
た
妾
が
、
悪
意
で
造
棄
さ
れ
た
た
め
、
「
不
法

か
っ
た
こ
と
に
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
し
百
行
為
に
よ
る
慰
藉
料
」
を
請
求
し
た
事
件
に
つ
き
、
関
東
庁
地
方
法
院
は
、
昭
和
三
年
七
月
五
日
、
「
無
効
の
契

約
」
か
ら
は
、
損
害
賠
償
請
求
権
を
生
ぜ
ず
と
し
た
。
契
約
が
無
効
で
も
不
法
行
為
責
任
を
加
害
者
に
認
め
よ
う
と
す
る
現
代
の
契
約
理
）
。

論
（
婚
約
不
当
破
棄
•
株
主
議
決
権
拘
束
契
約
の
破
棄
な
ど
に
つ
き
）
か
ら
い
え
ば
形
式
的
に
す
ぎ
妾
に
甚
し
く
不
利
の
結
果
と
な
る

B

夫
と
妻
の
貞
操
義
務
の
双
務
性
の
承
認
と
そ
の
限
度

昭
和
二
年
五
月
一
七
日
、
大
審
院
は
、
妻
の
離
婚
請
求
事
件
に
つ
き
「
夫
が
自
ら
家
を
出
て
他
の
女
と
内
縁
関
係
を
結
び
、
妻
を
顧

み
ざ
る
は
妻
に
対
し
て
負
担
す
る
貞
操
義
務
に
違
反
す
る
も
の
で
あ
る
」

廃
娼
連
盟
は
、
記
念
演
説
会
を
、
同
年
一

0
月
八
日
に
）
＇

ひ
ら
き
、
横
田
秀
雄
・
穂
積
重
遠
ら
が
演
説
し
た
C

、
山
口
与
太
郎
「
貞
操
問
題
）
。

だ
と
し
ぅ
（
と
裁
判
」
八
八
頁
以
下

近
代
日
本
に
お
け
る
一
夫
一
制
の
発
展

一
弁
護
士
は
、

こ
の
劃
期
的
判
決
を
記
念
し
、
そ

と
判
決
し
世
の
注
目
を
浴
び
た
(
の
意
義
主
是
益
男
字
る
た
疫

同
旨
の
一
下
級
審
判
決
を
評
釈
し
て
「
妻
に
不
行
跡
の
行
動
や
重
大
な

「
夫
が
妾
遊
び
を
し
て
も
妻
は
黙
認
す
べ
き
」
で
、

全
く
家
父
長
制
的
な
見
解
で
あ
り
、

務
の
双
務
性
を
承
認
し
た
劃
期
的
な
も
の
と
解
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

（
疇
竺
）
に
当
る
ケ
ー
ス

民
法
の
明
規
し
な
い
夫
の
貞
操
義
務
の
違
反
を
認
め
た
の
で
あ
っ
た
（
噸
虚
輝
豆
閂
配
翻
ば
這
環
HiJ決
玉

m冦
遭

ル
侮
犀
」
を
理
由
に
提
起
さ
れ
た
、
妻
の
離
婚
請
求
を
無
条
件
に
認
め
、
や
は
り
)
0

夫
婦
の
貞
操
義
務
の
双
務
性
を
宣
言
し
た
ー
＇
法
律
新
聞
二
九
七
六
号
一
四
頁

「
要
す
る
に
不
幸
な
妻
を
（
判
例
が
）
保
護
し
た
の
は
、

判
旨
は
、

民
法
の
離
婚
原
因
中
「
悪
意
ノ
遣
棄
」

妻
が

や
は
り
夫
婦
の
貞
操
義
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近
代
日
本
に
お
け
る
一
夫
一
制
の
発
展

し
か
し
、
妻
の
全
人
格
に
対
す
る
「
夫
権
」
が
法
制
化
さ
れ
、
夫
婦
の
「
支
配

11服
従
」
関
係
は
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
形
態
で
強
化
さ
れ

て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、

夫
婦
の
貞
操
義
務
の
双
務
性
の
承
認
は
、

決
し
て
「
平
等
」
視
を
意
味
す
る
も
の
で
な
か
っ
た
。
夫
は
、
妻

の
姦
通
の
相
手
方
に
対
し
「
名
誉
毀
損
」
を
理
由
に
、
慰
藉
料
請
求
権
を
有
す
る
（
正
緑
〗
号
即
謬
葬
芸
翌
玉
野
誌
恥
釦
日
例
‘
)
が
、
離
婚

原
因
と
し
て
の
妻
の
姦
通
（
景
碍
）
は
、
他
の
男
子
と
接
吻
し
、
又
は
、
ホ
テ
ル
に
同
宿
し
た
事
実
だ
け
で
成
立
す
る
と
さ
れ
、
肉
体

交
渉
の
存
在
の
立
証
は
不
要
と
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
（
匹
畔
噂
諏
i
国
氾
琴
輝
●
曖
噸
碑

m謡
紐
釦
嘩
輝
）
。
そ
う
い
う
事
実
だ
け
で
「
夫

夫
の
蓄
妾
行
為
や
姦
通
が
不
問
に
さ
れ
た
の
と
甚
し
く
対
照
的
で
あ
る
（
虹
雌
翌
広
究
毎
年
h

女
子
の
婚
姻
意
思
の
尊
重
を
は
か
り

権
」
の
侵
害
を
認
め
た
と
解
さ
れ
る
が
、

に
該
当
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
の
み
、
Y'

離
婚
原
因
と
な
っ
た
の
で
あ
る

ノヽC

一
夫
一
婦
婚
の
成
立
過
程
の
保
護

.C 判
例
は
、
家
族
員
が
法
定
推
定
家
督
相
続
人
の
と
き
の
廃
除
事
由
（
紐
芸
知
五
）
を
拡
張
し
て
、

（
濯

11翌
鞘
駆
彗
年
立
埜
霰
輝
暉
澁
箆
知
）
、
法
定
推
定
家
督
相
続
人
の
婚
姻
届
も
、
一
度
受
理
さ
れ
た
以
上
、
無
効
原
因

（
這
畦
）
を
生
じ
な
い
限
り
有
効
と
し
た
（
眩
紐
螂
迎
訟
翠
翌
応
）
。
ま
た
、
婚
姻
・
養
子
縁
組
（
墾
大
）
な
ど
の
成
立
に
つ
き
、
一
i
主
同
意
か

、

、

、

、

、

、

、

‘

:

)

家

族

の

婚

姻

に

対

す

る

戸

主

権

ー

「

家

」

的

統

制

の

排

除

で

あ

り

、

要
件
を
消
極
に
解
し
、
「
自
由
な
婚
姻
意
思
の
合
致
」
の
実
現
に
一
歩
近
づ
し

t
（
た
と
え
ば
、
「
戸
主
ノ
同
意
二
特
定
ノ
形
式
ハ
不
要
」
と
し
、
「
結

雙
に
列
席
す
れ
ば
同
意
を
推
定
さ
れ
、
婚
姻
届
に
署
名
を
．
ん
で
も
離
籍
権
は
な
い
」
と
し
た
ー
大
判
）
。
こ
れ
ら
が
、
明
治
一
夫
一
婦
制
の
封
建
性
を
、

大
正
五
年
三
月
二
四
日
民
録
ニ
ニ
輯
＿
―
-
七
0
頁
・
横
地
判
昭
一
二
年
二
月
一
六
日
新
聞
二
八

01―一号等

婚
姻
家
族
の
創
出
過
程
で
除
去
し
よ
う
と
す
る
努
力
で
あ
っ
た
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
が
、
判
例
は
、
婚
姻
成
立
の
時
期
を
「
届
出

（
民
法
七
七
五
条
第
一
項
「
婚
姻
ハ
之
ヲ
戸
籍
吏
二
届
出
ヅ
ル
ニ
因
ッ
テ
其
ノ
効
カ
ヲ
生
ズ
」
の
意
味
に
つ
い
て
、
学
説
・
判

の
受
理
」
の
時
と
解
し
て
い
た
た
め
例
の
解
釈
は
完
全
に
一
致
し
て
い
た
。
「
届
出
」
は
、
「
受
理
」
を
さ
し
て
お
り
、
「
戸
籟
簿
へ
の
記
載
」
を
意
味
せ
ず
、

止

翻

『

望

翌

元

譴

琴

袈

餞

鱈

砕

恥

暉

翌

iloil噸
応
嗜
疇
配
肥
胚
譴
↑
讀
暉
輝
五
誼
ぢ
似
雙
）
、
法
律
上
、
婚

姻
届
受
理
以
前
の
「
婚
姻
」
、
或
い
は
「
婚
姻
予
約
」

(11内
縁
）
の
段
階
は
法
的
保
護
に
値
し
な
い
と
し
て
い
た
（
匹
配
配
訟
窃
退
紐
繹
咽

七
四
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以
来
、

近
代
日
本
に
お
け
る
一
夫
一
制
の
発
展

X 

と
し
た
の
で
あ
る
。
判
例
の
詳
細
は
、
岩
田
新
「
判
例
婚
姻
予
約
法
解
説
」
に
ゆ
づ
る
ウ
学
説
の
中
に
は
、
杉
之
原
ー
。

「
判
例
親
族
法
の
研
究
」
四
四
頁
以
下
の
よ
う
に
、
婚
約
・
内
縁
は
、
法
律
問
題
で
な
い
と
す
る
も
の
も
あ
っ
た

「
婚
姻
ノ
予
約

(11内
縁
）

「
家
風
に
合
わ
な
い
」

X 

七
五

＾
将
来
二
於
テ
適
法
ナ
ル
婚
姻
ヲ
為
ス
ベ
キ
コ
ト
ヲ
目
的
ト
ス
ル
契
約
ニ
シ
テ
有
効
」

と
い
っ
て
冷
く
当
り
、

と
み
る
態

度
を
と
っ
た
こ
と
は
周
知
の
通
り
で
あ
る
が
、
こ
の
こ
と
は
、
婚
姻
結
合
と
そ
の
前
段
階
を
常
に
「
契
約
」
関
係
と
し
て
把
え
、
ま
た
、

当
時
の
慣
習
上
「
届
出
」
の
励
行
が
徹
底
さ
れ
て
い
な
い
と
き
に
、
婚
姻
の
約
束
が
あ
れ
ば
互
い
に
ア
カ
の
他
人
で
は
な
い
こ
と
を
示

~
「
家
風
に
1
1
1
む
ま
で
」

し
て
、
「
家
」
制
度
下
の
ヨ
メ
入
婚
方
式
の
下
で
の
ヨ
メ
の
地
位
を
保
護
す
る
の
に
役
立
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
力
（
．
「
男
子
を
生
む
ま
で
」

諸
饗
琺
環
心
戸
訊
翌
騎
裟
知
釘
譴
品
這
渭
）
。

）
 
D

婚
姻
結
合
そ
の
も
の
の
尊
重

（
 内
縁
の
妻
を
「
家
団
」
に
含
め
、
「
家
族
」
と
は
、
事
実
上
の
夫
婦
・
親
子
を
指
称
す
る
と
い
っ
て
、
事
実
上
の
婚
姻
結
合
を
親
族

集
団
の
中
で
重
視
し
た
（
蝉

m
m記
胆
祠
認
丑
琴
韓
平
謬
年
四
譴
霊
紅
知
ー
）
の
は
、
親
子
関
係
だ
け
を
尊
重
し
て
夫
婦
関
係
の
独
立
性
を
否

認
す
る
、
明
治
一
夫
一
婦
制
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
に
対
す
る
批
判
で
あ
り
、
具
体
的
に
は
、
た
と
え
ば
、
挙
式
後
間
も
な
い
ヨ
メ
に
対
し
て

夫

の

父

が

夫

の

意

思

に

反

し

て

離

別

す

る

の

や

む

な

き

に

至

ら

せ

た

場

合

、

判

例

は

戸

主
た
る
被
告
（
舅
）
に
、
息
子
の
妻
に
対
す
る
慰
藉
料
の
支
払
を
命
じ
（
虹
昨
麟
岬
環
煩
麟
虹
ぎ
五
茫
虹
日
）
、
「
家
」
制
度
の
下
で
も
妻
の

人
格
の
独
立
の
尊
重
さ
る
べ
き
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
（
饂
紐
暉
咋

9aか
韮
醗
轡
謳
埠
恥
至
拉
麒

m'釦
之
益
暉
呻
噂
認
如
虹
）
。
妻
は
婚
し

て
夫
家
の
一
員
と
な
り
、
夫
の
親
と
夫
・
夫
の
き
ょ
う
だ
い
に
奉
仕
し
、
夫
の
「
家
」
と
運
命
を
共
に
す
べ
き
だ
と
い
う
「
家
」
的
鍋

（
未
亡
人
な
る
妻
が
、
亡
夫
の
母
を
遺
し
て
婚
家
を
出
て
も

念
は
、
妻
の
人
格
の
独
立
を
承
認
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
厘
々
除
外
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
操
守
義
務
に
反
せ
ず
、
親
権
喪
失
原
因
に
な
ら
な
い
と
し

い
琵
齢
類
紅
望
堕
碑
13
輝
彗
菜
頌
虹
齢
）
。

X 

大
正
四
年
一
月
二
六
日
の
大
審
院
判
決
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(13 
註
⑬

近
代
日
本
に
お
け
る
一
夫
一
制
の
発
展

判
例
に
よ
る
明
治
一
夫
一
婦
制
の
「
近
代
化
」
は
、
結
局
、
民
法
の
「
家
」
制
度
の
封
建
性
を
少
し
ず
つ
排
除
し
て
い
く
こ
と
で
あ
っ

た
。
従
っ
て
、
以
上
の
諸
点
の
他
に
、
戸
主
権
の
制
限
（
年
5
顧
虹
蘊
翌
疇
呻
辺
這
霜
吋
臼
g
辺
認
罪
廷

m廷
）
、
内
縁
の
妻
の
保
護
、
廃
家
・

「
家
」
制
度
全
般
に
わ
た
っ
て
判
例
を
検
討
し
、
一
夫
一
婦
制
の
「
近
代
化
」
と
対
応
さ

せ
て
み
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
、

A
|
D
の
四
点
か
ら
、
明
治
一
夫
一
婦
制
の
「
近
代
化
」
は
、
戸
主
権
・
夫
権
・
家
督
な
ど
の
封

建
的
な
制
度
か
ら
の
制
約
を
排
除
で
き
な
か
っ
た
が
、
婚
姻
結
合
の
契
約
的
性
質
を
高
め
、
婚
姻
意
思
の
自
由
を
確
保
し
、
夫
1
1
妻
の
地

位
の
格
差
を
縮
少
す
る
と
い
う
方
向
に
お
い
て
「
家
」
的
統
制
作
用
を
緩
和
す
る
と
い
う
意
味
を
も
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

明
治
期
に
、
個
人
の
自
由
に
め
ざ
め
た
女
性
た
ち
が
、
ま
ず
当
面
し
た
の
は
「
家
」
の
樫
桔
で
あ
っ
た
し
―
―

-0年
頃
ま
で
の
女
性
達
は
一
葉
の
「
十
三
月
夜
」
、
蔵
花

の
「
不
如
帰
」
を
み
て
も
、
す
べ
て
「
家
」
の
重
み
に
泣
く
女
性
で
あ
っ
た
，
一
葉
に
お
け
る
家
の
問
題
に
つ
い
て
、
「
樋
口
家
に
お
け
る
『
家
』
の
観
念
は
父
が
同

心
の
地
位
を
獲
得
し
て
か
ら
確
立
す
る
が
、
そ
の
死
後
、
実
質
的
に
『
家
』
が
崩
壊
し
て
か
ら
は
、
そ
の
観
念
だ
け
が
逆
に
彼
女
を
束
縛
し
た
・
…
・
・
経
済
力
の
伴
わ
な

い
『
家
』
の
中
で
も
と
の
秩
序
を
維
持
し
よ
う
と
す
れ
ば
矛
盾
が
起
る
の
は
当
然
で
…
（
い
か
に
『
家
』
を
保
持
し
て
い
こ
う
か
と
い
う
努
力
と
、
そ
の
た
め
の
自
己

犠
牲
を
い
か
に
最
小
限
鹿
に
く
い
と
ど
め
よ
う
か
と
す
る
格
闘
が
一
葉
の
後
半
生
だ
っ
た
…
…
）
。
」
（
塩
田
良
乎
氏
評
）
「
我
が
欲
し
く
て
我
が
貰
う
」
の
だ
か
ら
「
身

分
」
な
ど
気
に
す
る
な
と
い
わ
れ
、
文
句
も
い
え
ず
に
婚
姻
し
た
女
性
が
、
離
婚
の
決
心
も
親
の
「
家
」
の
た
め
に
で
き
ず
、
終
生
の
忍
従
を
覚
悟
し
た
と
き
に
は
、
か

っ
て
親
の
「
家
」
の
た
め
に
間
を
さ
か
れ
た
昔
の
恋
人
の
な
れ
の
果
て
の
姿
の
前
に
、
ま
だ
、
生
け
る
屍
で
も
世
間
か
ら
う
や
ま
れ
る
生
活
を
し
て
い
る
自
分
の
方
が

幸
い
か
と
も
思
う
」
。
「
こ
う
し
て
、
鬼
と
も
思
う
夫
の
前
の
忍
従
を
、
親
の
『
家
』
の
た
め
に
つ
づ
け
る
の
は
、
当
時
の
、
経
済
力
を
も
た
な
い
女
性
が
、
『
家
』
に

従
わ
ね
ば
自
減
す
る
よ
り
仕
方
な
か
っ
た
こ
と
を
意
味
す
る
」
（
「
家
か
ら
の
解
放
」
佐
古
純
一
郎
二

0
頁
以
下
は
一
葉
に
対
し
て
、
ま
だ
同
情
的
で
あ
る
）
。
山
川
菊
栄

は
、
「
一
葉
は
新
興
プ
ル
ジ
ョ
ア
階
級
の
下
積
み
と
な
っ
て
亡
び
た
旧
武
士
階
級
の
出
身
で
あ
り
…
•
•
•
そ
の
思
想
は
保
守
的
絶
望
的
で
、
改
革
者
の
熱
情
に
も
え
て
い

な
か
っ
た
か
ら
」
「
女
と
し
て
、
貧
し
き
者
と
し
て
、
二
重
の
苦
痛
に
屈
し
た
」
と
評
し
て
い
る
（
「
明
治
文
化
と
婦
人
」
佐
野
学
編
「
明
治
文
化
の
研
究
」
三

0
頁
以
下
）
。

「
家
」
の
重
み
に
泣
き
、
恋
愛
を
達
成
で
き
ず
、
「
自
我
」
の
主
張
も
で
き
な
か
っ
た
例
は
実
に
多
い
、
他
に
藤
村
の
「
家
」
の
達
雄
、
漱
石
の
告
白
的
自
伝
と
も
い

う
べ
き
「
道
草
」
の
中
で
の
「
家
の
非
人
間
的
作
用
」
、
小
栗
風
葉
「
醒
め
た
る
女
」
、
小
杉
天
外
「
魔
風
恋
風
」
の
主
人
公
も
、
そ
れ
ら
の
例
に
あ
げ
ら
れ
よ
う
。

「
青
踏
」
運
動
が
プ
ル
ジ
ョ
ア
的
婦
人
解
放
運
動
と
し
て
、
婦
人
の
「
家
か
ら
の
解
放
」
の
た
め
に
闘
っ
た
、
そ
の
成
果
と
意
義
は
高
く
評
価
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い

（
例
ー
大
正
初
年
の
「
母
性
保
護
論
争
」
）
。
彼
女
達
が
、
自
由
な
恋
愛
を
肯
定
し
た
の
は
当
然
で
あ
り
（
平
塚
明
子
の
、
有
名
な
「
共
同
生
活
」
明
治
四
四
年
）
、
そ
の

よ
う
な
背
景
の
下
に
、
大
正
以
後
、
恋
愛
至
上
主
義
が
爆
発
的
に
行
わ
れ
た
,
ー
|
厨
川
白
村
や
ケ
イ
の
恋
愛
思
想
の
影
響
も
大
切
だ
が
、
松
井
須
磨
子
と
島
村
抱
月
、

分
家
の
簡
易
化
、
親
権
や
夫
権
の
制
限
な
ど
、

七
六
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、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

芳
川
鎌
子
事
件
、
浜
田
栄
子
事
件
、
白
蓮
夫
人
の
駈
落
事
件
、
大
杉
栄
の
恋
愛
事
件
、
石
原
博
士
の
恋
愛
事
件
…
…
い
ず
れ
も
、
当
時
は
、
個
人
の
問
題
で
な
く
、
「
社

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

会
的
な
事
件
」
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
プ
ル
ジ
ョ
ア
的
恋
愛
問
題
で
な
く
、
組
織
労
働
者
間
で
も
、
自
由
な
恋
愛
感
情
が
肯
定
さ
れ
て
い
っ
た
こ
と
も
見
落
し
て
は
な

ら
な
い
（
例
、
ー
徳
永
直
「
太
陽
の
な
い
街
」
の
中
で
の
自
由
な
男
女
交
際
を
み
よ
）
。

の
矛
盾
的
形
態

近
代
日
本
に
お
け
る
一
夫
一
制
の
発
展

七
七

営
業
税
・
遊
興
税
を
徴
収
す
る
と
こ
ろ
の
、

女
性
の

）
 
2

公
娼
制
度
ー
|
「
近
代
化
」

c
 

周
知
の
よ
う
に
明
治
五
年
太
政
官
布
告
は
、
対
外
的
考
慮
か
ら
一
切
の
芸
娼
妓
契
約
を
無
効
と
し
、
こ
れ
に
伴
う
金
銭
消
費
貸
借
契
約

こ
の
「
無
効
」
「
禁
止
）
の
前
近
代
的
性
質
を
帯
び
た
サ
ソ
ク
シ
ョ
ソ
形
式
の
検
討
は
、
拙
稲
「
公
序
良
俗
の
制
度
的
機
能
」

q法
社
会
学
一
「
~
ヽ

の
取
立
を
禁
じ
た
（
三
号
）
二
八
頁
参
照
こ
の
布
告
以
前
の
、
政
府
の
売
淫
取
締
制
度
に
つ
い
て
は
、
木
村
「
法
律
の
見
た
る
娼
制
度
」
一
四
頁
以
下
ヵ

こ
れ
が
芸
娼
妓
た
る
女
性
の
人
格
の
尊
厳
に
基
づ
く
売
淫
統
制
令
で
な
か
っ
た
こ
と
は
い
う
迄
も
な
い

(Am狂
匹
靡
底
知
碑
繹
噂
は
空
3
霜
証

酔
瓦
訟
げ
改
澁
翌
澤
嗜
）
。
初
期
資
本
主
義
の
半
封
建
的
女
エ
哀
史
的
下
部
構
造
に
深
く
根
を
下
し
て
い
た
公
娼
・
私
娼
群
は
一
片

の
法
令
で
解
放
さ
れ
る
筈
は
な
く
、
忽
ち
解
放
令
は
空
文
化
し
（
傾
廷
翠
譴
詞
“
豆
訊
瑾
戎
這
I
i
訥
慕
虹
蜘
巴
ニ
遷
氾
立
直
）
、
岐
阜
・
和
歌
山
・

鹿
児
島
の
三
県
だ
け
が
解
放
を
実
行
し
た
に
と
ど
ま
り
、
明
治
三
三
年
に
政
府
は
、
実
効
性
の
な
い
解
放
令
の
禁
止
か
ら
「
娼
妓
取
締
規

則
」
に
後
退
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
（
違
環
』
前
繹
衝
呼
距
虹
酔
這
「
一
―
-Oti-「
鵡
訊
品

g確
3
g
)
。

だ
か
ら
明
治
一
夫
一
婦
制
の
背
景
に
は
、
政
府
が
売
淫
の
集
団
営
業
を
公
許
し
、

貞
操
を
商
品
と
し
て
男
に
売
る
た
め
の
制
度
が
、
国
家
権
力
に
よ
っ
て
確
保
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
な
り
、

「
近
代
的
」

一
夫
一
婦
制
の
確

立
の
前
提
条
件
と
し
て
の
、
男
女
貞
操
価
値
の
法
的
乎
等
は
こ
の
点
か
ら
い
っ
て
も
保
障
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
に
な
る
。
「
近
代
的
」

一
夫
一
婦
制
に
お
い
て
も
、
女
の
貞
操
（
性
）
だ
け
が
商
品
価
値
化
を
と
げ
る
社
会
的
事
実
に
お
い
て
明
ら
か
な
矛
盾
を
内
在
し
て
い
る

が
（
U
胚
竺
上
六
咬
込
）
、
明
治
一
夫
一
婦
制
の
背
景
に
あ
る
、
女
の
貞
操
の
商
品
価
値
化
は
、
近
代
ヨ
ー
ロ
ッ
。
＾
社
会
の
そ
れ
と
異
り
、

単
に
資
本
主
義
の
発
展
下
で
必
然
的
に
う
み
出
さ
れ
た
売
淫
現
象
で
は
な
く
、
徳
川
封
建
体
制
下
で
公
許
さ
れ
た
「
公
的
制
度
」
と
し
て
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①
 

近
代
日
本
に
苓
け
る
一
夫
一
制
の
発
展

の
公
娼
が
、
半
封
建
的
官
僚
支
配
体
制
下
に
う
け
つ
が
れ
、
国
家
に
よ
っ
て
男
の
た
め
に
確
保
さ
れ
て
き
た
も
の
な
の
で
あ
る
。
世
界
最

初
の
公
娼
廃
止
は
、
明
治
八
年
埼
玉
の
廃
娼
だ
と
い
わ
れ
る
（
広
譴
箪
想
、
皇
輝
し
昨
丑
暉
遷
譴
霰
誓
か
五
コ
幸
町
伽
芦
匹
芦
窃
四
螂
）
が
、
忽
ち

頓
座
し
て
、
公
娼
は
諸
外
国
が
廃
止
後
も
存
続
せ
し
め
ら
れ
、
第
二
次
大
戦
後
も
、
特
殊
の
政
治
目
的
の
下
に
運
営
さ
れ
た
こ
と
は
周
知

（
一
五
）

の
通
り
で
あ
る
1

実
質
的
に
は
、
国
家
的
制
度
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。
こ
の
制
度
が
、
明
治
一
夫
一
婦
制
に
お
け
る
「
封
建
的
」
矛
盾

一
夫
一
婦
制
の
近
代
化
を
阻
止
す
る
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
を
検
討
す
る
前
に
、
公
認
売
淫
婦
た
る
公
娼
の
地
位
を
み
て
お
く
必

芸
娼
妓
契
約
の
効
力

右
述
の
解
放
令
以
後
、

反
一
夫
一
婦
倫
理
の
故
に
無
効
な
の
で
な
く
、

三
年
の
内
務
省
指
令
以
後
、

判
例
は
、
娼
妓
稼
業
は
醜
業
で
あ
る
が
「
法
令
二
於
テ
明
ラ
カ
ニ
公
認
セ
ラ
レ
ク
ル
」
正
当
の
職
業
だ
か
ら
、

娼
妓
契
約
は
全
部
有
効
で
、
前
借
金
を
（
配
非
巽
コ
噴
芦
n
苫
這
贖
琴
i

這
謳
写
怠
伎
卑
謡
暉
）
娼
妓
稼
ぎ
の
収
益
で
弁
済
充
当
す
る
こ
と
を
認
め

（
例
上
人
判
明
治
三
五
年
二
月
六
日
民
録
八
輯
二
巻
一
八
頁
。
同
旨
（
大
阪
控
訴
院
判
・
法
学
新
報
九
七
ぽ
〗
酪
知
臼
”
)
。
貸
座
敷
業
は
合
法
の

多
し
。
東
京
地
判
明
治
四
五
年
一

0
月一―

10日
の
判
旨
は
と
く
に
明
確
で
あ
る
I
木
村
「
前
掲
」
二
九

る
よ
う
に
な
っ
た

商
法
第
二
1

、
四
条
七
項
に
い
う
鴻
屋
の
取
引
を
目
的
と
す
る
商
行
為
と
み
た
。
大
審
院
の
見
解
に
つ
き
木
村
「
前
掲
」
一
四
頁
)
°
し
か
し
、
「
直

商
行
為
と
さ
れ
た
（
以
下
。
娼
認
へ
の
貸
金
行
為
も
営
業
に
伴
う
商
行
為
と
し
た
ー
大
正
八
年
四
月
五
日
決
議
法
曹
記
事
二
九
巻
七
号
二
七
頁

接
強
制
を
娼
妓
に
加
え
る
」
場
合
や
（
転
訊
紐
澄
匡
翻
竺
応
郎
」
加
贅
琴
吐
ル
）
、
「
違
約
金
で
拘
束
す
る
契
約
」
（
眩
岬
翫
埠
逗
翠
如
コ

5
正
）
な
どー

L半

（
前
記
、
明
治
＿
―
-
三
年
二
月
二
三
日
大
判
の
よ
う
に
、
娼
妓
契
約
を
拘
束
性
の
故
に
無
一
。

は
人
身
の
自
由
を
奪
う
反
公
序
良
俗
行
為
と
し
て
無
効
と
し
た
効
と
し
、
金
銭
貸
借
契
約
は
そ
れ
と
は
独
立
し
て
い
る
も
の
と
し
て
有
効
視
さ
れ
た

例
の
態
度
は
、
必
ず
し
も
明
確
な
変
遷
を
と
げ
た
わ
け
で
な
く
、
娼
妓
を
不
当
に
拘
束
す
る
行
為
を
禁
じ
る
こ
と
で
は
一
貫
し
、
他
方
、

「
公
認
」
稼
業
の
故
に
、
前
借
金
を
稼
業
契
約
か
ら
分
離
す
る
こ
と
（
夏
鰐
匹
五
5
江
「
消
）
に
よ
っ
て
実
質
的
に
は
娼
妓
の
受
け
る
拘
束
を

要
が
あ
ろ
う
。

と
し
て
、

そ
れ
が

判
例
は
芸
娼
妓
契
約
を
全
部
無
効
と
し
た
（
咽
●
林
臼
四
鱈
芦
謳
畔
”
定
廷
饂
疇
仁
遵
這
虹
芦
虹
）
が
、
い
ず
れ
も

（
一
六
）

「
年
期
奉
公
」
的
拘
束
を
娼
妓
に
加
え
る
こ
と
に
な
る
か
ら
で
あ
っ
た
。

七
入

明
治
三

406、



け
て
き
た
と
い
わ
ざ
る
を
え
な
い
。

R 

X 

（
大
判
大
正
一

0
年
九
月
二
九
日
一
。

支
持
す
る
結
果
を
導
い
た
の
で
あ
っ
た
民
録
二
七
輯
一
七
七
四
頁
参
照

娼

妓

の

貞

操

権

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

そ
の
営
業
方
法
と
営
業
資
格
が
国
家
法
で
定
立
さ
れ
て
い
た
こ
と
、
国
家
の
給
す
る
鑑
札

公
娼
制
度
は
近
代
資
本
主
義
社
会
の
売
淫
と
異
り
、
国
家
制
度
（
を
要
し
た
こ
と
、
公
の
職
業
と
し
て
合
法
視
さ
れ
、
結
果
的
に
娼
妓
を
拘
束
す
る
前
借
金

、
、
、
、
、
、
、
、

も
、
不
法
原
因
給
付
と
せ
ず
消
費
貸
借
と
し
て
有
効
視
し
た
こ
と
、
ま
）
と
し
て
堅
持
さ
れ
て
き
た
が
、
こ
れ
を
半
封
建
的
な
形
態
で
日
本
社
会
が
存
置

た
イ
テ
オ
ロ
ギ
ー
的
に
も
「
上
か
ら
」
国
家
的
指
導
を
行
っ
た
こ
と

せ
し
め
て
き
た
基
礎
が
明
ら
か
に
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
第
一
に
、

ー
半
封
建
的
な
形
態
を
承
継
す
る
必
然
性
が
存
し
、
国
内
市
場
の
貧
困
は
後
に
帝
国
主
義
的
侵
略
を
発
展
さ
せ
る
が
、
国
内
に
お
い
て
低
廉

近
代
日
本
に
お
け
る
一
夫
一
制
の
発
展

x
 

膜
々
、

X 

七
九

明
治
初
年
の
法
制
に
お
い
て
、
娼
妓
が
「
牛
馬
」
と
同
視
さ
れ
（
疇
訊
嘉
紅
峠
紐
琴

第
一
九
号
原
告
代
表
答
弁
参
照
。
初
年
頃
は
、
妾
も
芸
娼
と
社
会
的
法
的
）
こ
と
も
あ
っ
た
が
、
自
由
民
権
時
代
を
経
た
明
治
一
―

10年
以
後
、

地
位
を
同
じ
く
し
て
い
た
こ
と
に
つ
き
、
拙
稿
「
前
掲
」
一
三
一
頁
以
下
（
一
七
）

淫
婦
に
も
、
人
格
権
・
貞
操
権
は
承
認
さ
れ
た
と
い
え
る
。
彼
女
達
と
社
会
的
階
層
及
び
創
出
地
盤
を
同
じ
く
す
る
、

（
「
東
京
上
等
裁

ま
た
抵
当
権
の
目
的
物
と
み
ら
れ
た
判
所
傍
聴
録
」

娼
妓
・
売

カ
フ
ェ
の
女
給
・

女
エ
そ
の
他
の
下
層
貧
困
女
性
に
つ
い
て
も
同
様
で
、
裕
福
な
上
層
階
層
の
男
を
「
貞
操
蹂
躙
」
で
敗
訴
せ
し
め
た
の
で
あ
る

（
例
ー
「
伯
爵
相
手
に
芸
妓
こ
も
貞
操
あ
り
と
し
た
」
東
京
地
裁
)
°
こ
の
こ
と
は
、
「
方
で
妾
が
、
反
公
序
良
俗
の
契
約
の
故
に
慰
藉
料
請
求
権
を
否

の
慰
藉
料
請
求
に
対
す
る
判
決
ー
山
口
「
前
掲
」
―
一
三
頁

認
さ
れ
貞
操
蹂
躙
を
救
済
さ
れ
得
な
か
っ
た
こ
と
に
問
題
の
あ
る
こ
と
を
語
る
と
共
に
（
応
紐
2
鯰
冷
気
正
は
、
）
、
娼
妓
稼
業
の
公
認
と
い

う
貞
操
商
品
化
の
国
家
的
政
策
と
は
別
個
に
、
明
治
一
夫
一
婦
制
の
発
展
過
程
に
お
け
る
夫
婦
の
貞
操
義
務
の
双
務
性
の
承
認
と
い
う
判

例
の
方
向
と
社
会
的
に
対
応
し
て
い
る
と
い
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
と
同
時
に
、
娼
妓
稼
業
公
認
と
い
う
国
家
的
制
度
の
措
置
は
、
貞
操

義
務
の
双
務
性
の
確
立
と
い
う
要
請
か
ら
み
て
、
明
治
一
夫
一
婦
制
の
「
近
代
化
」
を
特
殊

11日
本
的

(11半
封
建
的
）
と
し
て
性
格
づ

跛
行
的
な
明
治
資
本
主
義
の
発
展
過
程
で
は
商
業
資
本
も
、
前
代
の
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近
代
日
本
に
お
け
る
一
夫
一
制
の
発
展

（
一
八
）

な
商
品
の
需
給
を
伸
長
す
る
こ
と
が
最
も
安
易
で
あ
っ
た
た
め
、
女
子
の
貞
操
軽
視
と
そ
の
商
品
価
値
の
低
廉
さ
を
前
提
と
す
る
人
肉
市

場
で
の
半
封
建
的
搾
取
（
鐸
環
喜
輝
噸
註
咋
辛
翫
釦
鯰
5
↑
]
厨
江
墳
碑
巳
兵
リ
楼
）
が
商
業
と
し
て
容
易
に
成
立
で
き
た
こ
と
。
第
二
に
、
女
エ

哀
史
的
産
業
構
造
の
下
で
娼
妓
の
供
給
源
が
常
に
確
保
さ
れ
た
こ
と
。
第
三
に
、
天
皇
制
支
配
体
制
が
、
政
策
的
に
も
「
公
娼
」
の
存
続

を
必
要
と
し
た
こ
と
。

か
く
て
、
公
娼
制
度
が
堅
持
さ
れ
た
限
り
に
お
い
て
、
明
治
一
夫
一
婦
制
の
近
代
化
は
、
半
封
建
的
「
近
代
化
」
の
方
向
を
す
で
に
決

戦
時
中
、
政
府
命
令
が
、
多
く
の
売
淫
姉
を
慰
安
婦
の
名
で
軍
隊
に
か
り
出
し
た
こ
と
は
、
周
知
の
通
り
で
あ
る
が
、
奇
怪
な
の
は
戦
後
の
占
領
軍
の
調
達
命
令
に
よ

っ
て
、
向
島
そ
の
他
の
、
戦
時
中
の
「
接
待
所
」
が
、
忽
ち
米
軍
用
性
的
慰
安
施
設
に
か
わ
っ
て
し
ま
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
公
娼
は
、
戦
後
の
民
主
日
本
の
建

設
の
た
め
に
、
米
軍
の
命
令
で
存
置
せ
し
め
ら
れ
た
の
で
あ
り
、
日
本
の
大
蔵
・
通
産
・
，
厚
生
臀
察
関
係
官
僚
が
、
米
軍
用
と
し
て
、
娼
婦
と
施
設
の
増
加
充
実
に
、

い
か
に
努
め
た
か
に
つ
い
て
は
す
で
に
多
く
の
報
告
が
出
さ
れ
て
い
る

I
神
崎
清
「
東
京
基
地
」
（
「
改
造
」
昭
和
二
九
年
一
月
）
、
同
「
婦
人
の
人
権
は
守
ら
れ
て
き

た
か
」

6
婦
人
公
論
」
昭
和
一
―

-0年
八
月
）
、
同
「
売
春
」
（
青
木
新
書
）
な
ど
参
照
。

芸
娼
妓
解
放
令
の
趣
旨
自
体
が
、
「
人
身
ヲ
売
買
シ
又
ハ
年
期
ヲ
限
リ
主
人
ノ
存
意
二
任
セ
」
て
お
く
こ
と
を
禁
じ
る
こ
と
で
あ
り

(
5全
色
、
「
娼
妓
芸
妓
等
年
期

奉
公
人
」
の
一
切
解
放
（
第
四
条
）
を
命
じ
た
の
で
あ
り
、
判
例
も
、
反
一
夫
一
婦
倫
理
的
だ
か
ら
無
効
と
い
う
法
律
構
成
を
一
度
も
し
て
い
な
い
（
木
村
「
前
出
」

二
七
頁
以
下
）
。

職
業
の
如
何
に
か
か
わ
ら
ず
、
自
ら
に
過
失
が
な
け
れ
ば
貞
操
蹂
躙
に
つ
き
慰
藉
料
を
請
求
で
き
る
（
訊
遷
〗
紐
雌

I
血g字
3『
心
項
這
虹
5冦
止
知
碩
蛉
紐

1
ユ
幸
直
コ

翌
）
と
い
う
側
面
と
、
強
制
認
知
制
度
の
確
立
（
譴
細
ぺ
ほ
暉
呻
土

m雌
『
這
手
知
訴
）
と
い
う
側
面
と
が
み
ら
れ
る
。
し
か
し
、
基
本
的
に
は
「
処
女
を
失
っ
た
婦
人
に
も

貞
操
価
値
は
あ
る
」
（
遠
琴
ユ
嘆
翌
昨
ユ
OJj
巴
と
い
う
、
極
め
て
卦
窟
師
な
女
匝
貞
操
尊
重
（
な
ぜ
な
ら
「
処
女
性
」
を
問
題
と
し
て
い
る
か
ら
）
の
態
度
が
土
台
と

な
っ
て
い
る
。

羽
仁
五
郎
「
日
本
人
民
の
歴
史
」
（
岩
波
新
書
）
―
-
三
頁
以
下
参
照

＿
夫
＿
婦
主
義
運
動
と
そ
の
限
界

定
さ
れ
て
い
た
と
も
い
え
る
の
で
あ
る
。

八
〇
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と
言
は
ば
、

「
子
な
き
妻
は
去
る
と
い
う
の
は
無
理
…
…
世
嗣
を
も
う
け
る
た
め
に
、

藷
コ
翫
翫
霜
）
と
か
「
若
し
、
血
族
の
断
絶
少
し
も
憂
慮
に
値
せ
ず

蓋
し
蓄
妾
亦
最
も
惇
理
な
ら
ん
。
而
し
て
此
の
説
を
し
て
真
理
な
ら
し
め
ば
、
我
が
二
千
五
百
年
来
の
風
習
を
如
何
せ
ん
。

此
の
風
俗
を
も
打
破
せ
よ
と
強
弁
せ
ぱ
、
結
局
我
が
国
体
を
奈
何
せ
ん
」
（
嗜
闘
蒻
喩
）
と
一
夫
多
妻
を
家
系
存
続
の
た
め
に
肯
定
す

る
意
見
は
、
第
二
次
大
戦
ま
で
み
ら
れ
た
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
「
後
嗣
ナ
キ
モ
不
幸
ニ
ア
ラ
ズ
」
（
繹
匹
ご
嗜
）
、
「
子
ナ
ク
ト
モ
養
子

デ
足
リ
ル
」
（
鰐
遠
茫
碑
環
）
と
の
反
対
意
見
が
、
近
代
家
族
道
徳
の
少
数
の
イ
デ
オ
ロ
グ
に
よ
っ
て
唱
え
ら
れ
て
き
た
。
一
夫
多
妻
制
へ

の
反
駁
は
、
「
子
の
監
護
上
よ
く
な
い
」
（
鯰
遠
謙
辛
虚
庄
韓
庸
）
と
か
、
「
家
庭
の
平
和
を
乱
す
」
と
い
う
よ
う
な
便
宜
的
な
立
論
で
も
な
さ

れ
て
き
た
。
し
か
し
、
「
夫
婦
こ
そ
家
族
の
根
本
」
（
疇
紅
螂
匹
噴
立
‘
.
m
紐
こ
血
畷
丑
辛
鵡
）
と
か
、
「
婚
姻
に
よ
り
一
家
は
創
成
さ
れ
る
べ
し
」

祠
だ
｝
転
悶
謳
蒙
立
嘉
疇
鋲
裳
は
‘
)
と
い
っ
て
「
家
」
の
婚
姻
に
対
す
る
制
約
を
排
除
し
よ
う
と
す
る
立
場
（
醗
印
薙
疇
』
Oa心
瞑
祖
環
）

や
教
育
主
義
的
見
解
（
丘
虹
罪
畔
紐
噸
逗
鵡
和
広
畔
丘
配
駅
濯
見
鵡
蒻
直
↑
麟
）
の
よ
う
に
、
婚
姻
制
度
に
つ
い
て
の
個
人
主
義
的
近
代
主
義
的
自

近
代
日
本
に
お
け
る
一
夫
一
制
の
発
展

東
洋
流
に
妾
を
置
く
こ
と
を
ゆ
る
す
も
よ
い
か
と
思
ひ
ま
す
」

「
婚
姻
」
制
度
の
目
的
を
「
家
」
制
度
の
側
か
ら
規
定
し
、

僚
層
・
軍
人
社
会
で
は
、

的
統
制
も
弛
緩
し
て
き
た
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
大
正
1
1
昭
和
期
を
通
じ
、

（
一
九
）

「
個
人
」
意
識
の
目
ざ
め
が
進
む
に
つ
れ
、
明
治
一
夫
一
婦
制
へ
の
抵
抗
・
廃
娼
運
動
・
排
妾
運
動
の
必
要
は
増
大
し
て
き
た
し
、

こ
の
「
近
代
的
」

向
上
、

「
近
代
的
」

一
夫
一
婦
主
義
運
動
が
提
起
さ
れ
る
に
つ
れ
て
、
支
配
者
は
「
上
か
ら
」
こ
れ
を
抑
圧
し
、
半
封
建
的
資
本
家
層
・
官

（
ニ
0
)

一
夫
一
婦
倫
理
は
全
く
尊
重
さ
れ
な
か
っ
た
と
い
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
こ
の
問
題
を
分
析
す
る

に
は
、
近
代
日
本
の
婚
姻
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
諸
形
態
、

日
本
人
の
「
貞
操
」

こ
で
は
簡
単
に
一
夫
一
婦
主
義
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
展
開
過
程
を
み
る
に
と
ど
め
る
。

都
市
労
働
者
や
中
小
商
工
業
・
一
般
農
民
層
の
「
家
」
は
、

八

「
性
」
観
念
の
史
的
究
明
か
ら
始
め
る
必
要
が
あ
る
が
、
こ

「
家
」
的
統
制
が
現
実
に
弛
緩
し
女
子
の
人
格
の

一
夫
一
婦
婚
を
行
い
、

「
家
長
権
」
も
弱
く
、
婚
姻
の
成
立
な
ど
の
「
家
」
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近
代
日
本
に
お
け
る
一
夫
一
制
の
発
展

覚
か
ら
一
夫
一
婦
主
義
を
高
唱
し
た
イ
デ
オ
ロ
グ
は
少
数
で
あ
り
、
影
響
力
も
弱
か
っ
た
の
で
あ
る
（
↓
ュ
―
「
譴
虹
）
。

一
夫
一
婦
主
義
の
確
立
を
、
「
近
代
的
」
婚
姻
倫
理
実
現
と
い
う
視
角
か
ら
、
社
会
運
動
に
よ
り
実
践
的
に
要
求
し
た
の
は
、
一
連
の
廃

娼
運
動
と
、
そ
の
根
底
に
あ
る
、
キ
リ
ス
ト
教
的
、
及
び
社
会
主
義
的
一
夫
一
婦
制
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
で
あ
っ
た
。
明
治
初
年
以
後
の
廃
娼

（ニー）

運
動
史
は
、
廃
娼
と
「
妾
」
廃
止
・
男
女
の
社
会
的
平
等
な
ど
の
要
求
を
含
み
、
基
本
的
に
は
一
夫
一
婦
制
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
闘
い
を
意

味
し
た
と
い
え
る
。
但
し
、
埼
玉
廃
娼
運
動
（
頌
繹
）
か
ら
「
日
本
婦
人
矯
風
会
」
成
立
拿
繹
二
）
頃
ま
で
は
、
廃
娼
だ
け
を
取
り
上
げ
る
傾

、
、
、
、
、
、
、
、

向
が
あ
っ
た
。
し
か
し
、
自
由
民
権
時
代
を
経
て
人
権
の
自
覚
が
高
ま
り
、
「
初
期
自
由
廃
娼
運
動
」
に
突
入
し
た
明
治
三

0
年
以
後
は
、

キ
リ
ス
ト
教
者
と
初
期
社
会
主
義
者
を
中
心
に
、

廃
娼
を
他
の
婦
人
問
題
と
結
び
つ
け
総
合
的
な
実
践
運
動
に
は
い
っ
た
の
で
あ
っ
た
。

（
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
・
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
流
入
で
人
権
尊
重
も
叫
ば
れ
婦
人
運
動
・
労

と
く
に
大
正
―
二
年
の
大
震
災
で
焼
失
し
た
遊
廓
の
復
興
に
反
対
す
る
運
動
鋤
運
動
も
さ
か
ん
な
時
期
で
あ
っ
た
が
、
経
済
的
に
は
不
況
時
代
で
遊
廓
利

頑
団
酬
芦
．．
 

知
馳
叩
苔
繹
釦
尉
•
醒
謁
坪
蒜
）
は
、
「
婦
女
売
買
禁
止
条
約
」
加
盟
に
伴
う
国
内
法
改
善
の
運
動
（
記
応
加
呻
碑
四
畔
虹
亙

し
て
い
た
が
、
こ
れ
を
公
娼
廃
止
に
も
っ
て
い
く
た
め
、
政
府
の
挿
入
し
た
年
齢
留
保
条
項
の
撤
回
を
要
求
し
た
の
で
あ
る

e

条
約
で
は
醜
業
婦
資
Y
「
臨
協
呻
同
~

＝
一
歳
で
あ
っ
た
が
、
政
府
は
娼
妓
取
締
規
則
に
従
い
一
八
歳
を
確
保
し
て
い
た
ー
伊
藤
「
日
本
廃
娼
運
動
史
」
昭
和
六
年
五
＝
―
|
四
頁
以
下
参
照
c

約
に
調
印

格
年
齢
が
一

盟
会
」
の
結
成
（
吠
逗
↑
澤
:
廓
頌
吟
芦
霰
遷
認
蜘
曙
謁
記
五
頸
●
匡
紐
i
環
醤
吟
濃
茂
牢
紐
翫
↑
叡
皿
紐
正
饂
霜
鰭
犀
）
な
ど
廃
娼
の
た
め
の

運
動
に
発
展
し
た
だ
け
で
な
く
、

婦
人
労
働
者
の
法
的
保
護
（
嘘
四
唸
＂
）
、
婦
人
の
政
治
的
社
会
的
地
位
の
改
善
（
畔
匿
言
岬
畔
知
磁
餌
岡
嘘
麟
口
）
な
ど
、
「
近
代
的
」

の
た
め
に
必
要
な
諸
要
求
（
疇
麟
函
蝉
碑
道
霞
臨
勁
立
誌
）
が
次
第
に
織
り
込
ま
れ
て
い
っ
た
（
↑
嘘
乾
虚
囀
茫
冦
鯰
虹
醗
勁
」
年
緑
正
疇

m頑
翌
酌
丘

回
に
達
し
）
。

た
）
等
廃
娼
運
動
は
、

「
近
代
的
」

一
夫
一
婦
制
樹
立
に
必
要
な
諸
要
求
に
も
直
結
し
て
い
っ
た
の
で
あ
っ
た
。

大
正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
時
運
に
乗
っ
て
脚
光
を
浴
び
、

キ
リ
ス
ト
者
だ
け
の
運
動
で
は
な
く
な
り
、

八

た
と
え
ば
、

一
夫
一
婦
制

進
歩
的
知
識
人
や

社
会
主
義
者
・
労
働
組
合
・
一
部
学
生
な
ど
を
含
む
、
婦
人
解
放
運
動
に
成
長
し
て
い
っ
た
が
、
多
く
の
法
律
改
正
の
請
願
や
建
議
案
提

410 



代
日
本
の
一
夫
一
婦
制
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
唯
一
の
実
践
的
形
態
で
あ
っ
た
廃
娼
運
動
が
、

I¥ 

「
審
議
未
了
」
で
結
実
し
な
い
内
に
、
第
二
次
大
戦
の
反
動
的
軍
事
体
制
で
封
殺
さ
れ
て
い
っ
た
。
近

切
で
あ
る
。
だ
か
ら
私
娼
や
待
合
制
度
は
廃
止
せ
よ
。
公
娼
は
廃
止
す
べ
き
で
な
い
。
公
娼
廃
止
に
よ
り
花
柳
病
が
は
や
り
、
私
娼
増
加

で
風
紀
棄
れ
、
良
家
の
子
女
の
貞
操
も
危
く
な
り
、
本
能
が
不
自
然
に
抑
制
さ
れ
る
か
ら
だ
」

論
者
」
の
一
夫
多
妻
主
義
（
如
早
釦

1
覧

讐

誼

璧

闘

讐

置

翫

）

の

前

に

破

れ

た

の

は

、

公

娼

制

度

成

立

の

現

実

の

確

固

た

る

、
、
、
、
、

社
会
的
基
盤
の
上
で
専
ら
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
闘
争
と
し
て
展
開
さ
れ
た
か
ら
で
あ
り
、
結
果
的
に
は
天
皇
制
国
家
体
制
の
部
分
的
秩
序
と
し

と
い
う
全
く
驚
く
べ
き
「
日
本
公
娼
制
度

（
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
社
会
統
制
作
用
の
原
動
カ
・
性
質
・

て
の
明
治
一
夫
一
婦
制
の
性
格
を
変
革
す
る
ほ
ど
強
力
な
作
用
を
も
た
な
か
っ
た
の
で
あ
る
作
用
唸
強
弱
な
ど
に
つ
き
、
年
報
「
社
会
心
理
学
」
第

一
巻
七
四
ー
）
。

八
頁
参
照

こ
れ
に
つ
い
て
は
、
明
治
初
年
に
政
府
が
、
小
学
教
育
に
つ
い
て
授
業
内
容
は
男
女
同
一
で
あ
る
べ
き
こ
と
を
宣
言
し
、
欧
化
主
義
ー
自
由
民
権
運
動
を
経
て
、
女
子

の
人
格
向
上
の
可
能
性
が
あ
っ
た
こ
と
、
し
か
し
女
子
の
社
会
的
経
済
的
地
位
の
現
実
の
劣
位
、
こ
れ
を
不
当
に
抑
制
し
て
い
る
「
家
」
制
度
と
家
族
制
度
イ
デ
オ
ロ

ギ
ー
の
た
め
に
、
そ
れ
は
単
な
る
「
可
能
性
」
に
と
ど
ま
っ
た
こ
と
、
西
村
茂
樹
の
「
徳
育
論
」
の
提
唱
が
示
す
よ
う
に
（
べ
仰

m
m
[』
コ
嘩
蝉
二
祠
四
呵
g
)

明治一――

山
川
「
前
出
」
佐
野
学
編
・
三
五
頁
や
常
見
「
日
本
家
事
教
育
発
達
史
」
ニ
―
―
―
頁
）
、
従
っ
て
婦
人
の
解

0
年
以
後
は
、
女
子
教
育
も
良
妻
賢
母
主
義
に
後
退
し
て
了
っ
た
こ
と
L

ー
良
妻
緊
母
主
義
を
原
理
と
し
つ
つ
政
府
ほ
婦
人
の
職
業
教
育
の
必
要
を
説
い
た

放
、
人
格
の
尊
厳
確
立
の
た
め
に
自
ら
闘
っ
た
婦
人
は
、
①
キ
リ
ス
ト
教
や
近
代
的
男
女
乎
等
主
義
思
想
の
影
響
下
に
あ
っ
た
少
数
の
プ
チ
・
ブ
ル
的
知
識
階
級
の
婦

人
達
（
虹
踪
只
盆
濱
諄
：
げ
堕
碑
町
黙
翡
生
年
藷
噸
只
五
廷
尉
LT
冒
）
、
R
社
会
主
義
的
実
践
に
参
加
し
た
進
歩
的
な
知
識
階
級
・
労
働
者
階
級
の
婦
人
逹

）
に
限
ら
れ
る
こ
と
に
注
意
す
ぺ
き
で
あ
る
C

山
川
菊
栄
・
神
近
市
子
・
白
井
操
・
神
川
松
子
・
西
川
文
子
・
添

百
竹
子
ー
そ
の
一
部
も
反
体
制
運
動
の
抑
圧
と
共
に
沈
黙
し
た

「
近
代
的
」
一
夫
一
婦
倫
理
は
、
男
女
の
人
格
対
等
（
と
く
に
、
貞
操
義
務
の
平
等
化
）
の
承
認
を
甚
本
と
す
る
。
夫
の
自
殺
に
殉
死
し
た
乃
木
将
軍
夫
妻
は
、
全
く

儒
教
的
な
婚
姻
道
徳
の
実
践
者
で
あ
っ
た
。
「
恋
愛
は
男
子
の
品
位
に
ふ
さ
わ
し
く
な
い
女
々
し
い
こ
と
だ
と
軽
べ
つ
し
、
性
欲
満
足
の
た
め
に
売
笑
婦
と
接
触
す
る

こ
と
に
寛
容
」
と
い
う
武
士
社
会
の
価
値
観
念
の
存
続
に
つ
い
て
|
川
島
「
結
婚
」
（
岩
波
新
書
）
一
七
三
頁
以
下
参
照
、

⑳
伊
藤
氏
「
日
本
廃
娼
運
動
史
」
（
前
掲
）
は
、
こ
れ
を
五
期
に
分
け
、
第
一
期
（
極
端
な
欧
化
時
代
1
1
初
期
廃
娼
運
動
期
）
、
第
二
期
（
自
由
民
権
時
代
1
1
運
動
確
立
期
）
、

第
三
期
（
人
権
自
覚
時
代
1
1
キ
リ
ス
ト
教
運
動
期
）
第
四
期
、
（
社
会
運
動
・
婦
人
運
動
時
代
1
1
総
合
的
運
動
期
）
第
五
期
、
（
大
正
デ
モ
ク
ラ
シ
1
期
1
1
運
動
黄
金
時

伍l
註
⑲

近
代
日
本
に
お
け
る
一
夫
一
制
の
発
展

出
は
何
れ
も
、
議
会
の
「
否
決
」

「
一
夫
一
婦
は
大
切
だ
が
、
本
能
の
保
護
も
大
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の
機
会
に
更
に
補
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
る
。

五

あ

と

が

き

近
代
日
本
に
お
け
る
一
夫
一
制
の
発
展

期
）
と
し
、
自
ら
参
加
者
の
1

人
と
し
て
運
動
の
成
果
を
高
く
評
価
し
且
つ
期
待
し
て
い
る
（
昭
和
六
年
）
。
し
か
し
こ
の
分
類
は
、
実
質
的
に
は
適
切
で
な
い
ー
時
代

区
別
が
そ
う
で
あ
り
、
運
動
形
態
も
、
第
二
期
は
廃
娼
運
動
組
織
の
成
立
期
、
第
三
ー
五
期
は
、
す
べ
て
自
由
廃
娼
運
動
期
と
す
ぺ
き
で
あ
ろ
う
。
（
第
三
期
を
本
稿

で
は
「
初
期
自
由
廃
娼
運
動
期
」
と
し
た
）
．

明
治
以
後
、
婦
人
の
労
働
の
性
質
の
変
化
・
労
慟
市
場
へ
の
飛
躍
絢
な
進
出
、
教
育
面
で
の
向
上
、

「
家
」
制
度
の
現
実
の
破
壊
・
一

夫
一
婦
主
義
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
果
し
た
役
割
の
評
価
ー
こ
れ
ら
残
さ
れ
た
諸
問
題
は
、
何
れ
も
明
治
一
夫
一
婦
制
の
発
展
の
分
析
に
不

可
欠
の
要
素
で
あ
る
。
本
稿
は
、
こ
れ
ら
の
要
素
を
ほ
と
ん
ど
検
討
せ
ず
、
専
ら
、
明
治
一
夫
一
婦
制
が
「
家
」
制
度
の
た
め
に
内
在
し

て
い
た
矛
盾
が
、
下
部
樽
造
の
変
化
に
よ
っ
て
ど
の
よ
う
に
修
正
さ
れ
又
は
存
置
せ
し
め
ら
れ
た
か
に
問
題
を
限
定
し
た
の
で
あ
り
、
別

八
四
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